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議
案
と
審
議

■
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正

　
物
価
上
昇
に
働
く
人
の
収

入
が
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、

賞
与
が
出
な
い
企
業
も
あ
る
。

議
員
の
期
末
手
当
増
額
に
市

民
同
意
は
得
ら
れ
な
い
。

　
社
会
情
勢
を
反
映
し
た
人

事
院
勧
告
、
山
梨
県
人
事
委

員
会
勧
告
に
鑑
み
た
改
定
で

あ
る
。
多
く
の
人
に
認
め
ら

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

※
賛
成
17
、
反
対
2
で
可
決

■
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例
の
制
定

■
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
条
例
の
一
部
改
正

■
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

■
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例

■
地
域
食
材
提
供
施
設
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

■
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

※
全
員
賛
成
で
可
決

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
市
立
小
中
学
校
無
線
L
A

N
補
完
工
事
）

※
全
員
賛
成
で
可
決

▼
専
決
処
分

（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
）

　▼
公
平
委
員
会
委
員
　

▼
教
育
委
員
会
教
育
長

▼
教
育
委
員
会
委
員

▼
大
日
向
山
外
十
三
字
恩
賜
林

保
護
財
産
区
管
理
会
委
員

※
全
員
賛
成
で
同
意

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦

※
全
員
賛
成
で
適
任

▼
甲
府
市
と
の
や
ま
な
し
県

央
連
携
中
枢
都
市
圏
形
成

に
係
る
連
携
協
約
の
締
結

に
関
す
る
協
議

　
周
辺
自
治
体
の
声
、
中
央

に
届
き
に
く
く
な
り
、
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
る
懸

念
。
住
民
説
明
会
未
開
催
。

有
益
な
協
約
か
判
断
不
可
。

　
人
口
減
少
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
と
同
水
準
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
は
困
難
。
近
隣
自
治
体

と
連
携
し
、
共
通
課
題
の
解

決
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
。

　
各
自
治
体
の
自
主
性
確
保

の
担
保
に
不
安
。
市
の
行
く

末
を
決
め
る
構
想
。
市
民
の

意
見
が
聞
け
て
い
な
い
。
議

員
と
し
て
判
断
し
か
ね
る
。

　
協
約
が
本
市
に
と
っ
て
有

益
と
な
る
か
は
協
議
で
の
提

案
に
よ
る
。
他
市
と
甲
府
市

の
連
携
が
本
市
へ
の
好
影
響

と
な
る
こ
と
に
も
期
待
す
る
。

※
賛
成
17
、
反
対
2
で
可
決

予算総額は313億2,353万円に ※第9号は全員賛成で承認
　第10号は全員賛成で可決

※金額は、万円未満を四捨五入しています。おもな補正財源
地方交付税
国庫支出金

1億4,044万円
5億1,879万円

繰入金
市債

△7,892万円
4,460万円

1,502万円
9,500万円

県支出金
寄附金

子ども・子育てに係る施策を継続的に推進していくため積み立てを行う。
9,500万円こども未来基金積立金

原油価格や電気・ガス料金、食材料費を含む物価高騰の影響を受ける事業者の負担軽減を図るため支援金を支給する。
1,850万円介護・障害福祉事業所物価高騰等対策支援金支給事業

園舎改修、プール建設等に係る設計業務を行う。
3,200万円白州保育園・西部こども園整備事業

原油価格高騰等の影響を受け、厳しい状況にある市内運送事業者へ、車両保有台数に応じ支援金を支給する。
2,295万円貨物運送事業者支援金支給事業

おもな使いみち

国民健康保険特別会計（第2号）
介護保険特別会計（第2号）
財産区特別会計（第1号）

※全員賛成で可決特別会計補正予算 ※全員賛成で可決企業会計補正予算
病院事業特別会計（第1号）
水道事業会計（第2号）
下水道事業会計（第2号）

賛
成
討
論
　
大
芝
正
和

賛
成
討
論
　
内
田
俊
彦

反
対
討
論
　
志
村
　
清

反
対
討
論
　
清
水
　
進

そ
の
他

反
対
討
論
　
志
村
　
清

賛
成
討
論
　
野
中
真
理
子

条
　
例

諮
　
問

契
　
約

報
　
告

同
　
意

　
第
4
回
定
例
会
は
、
12
月
5
日
か
ら
12
月
22
日
ま
で
の
18
日
間

の
会
期
で
開
催
し
、
市
長
提
出
の
令
和
4
年
度
補
正
予
算
、
条
例
、

承
認
な
ど
計
34
件
を
審
議
し
、
可
決
、
承
認
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
令
和
3
年
度
一
般
会
計
、
特

別
会
計
、
企
業
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
、
10
件
を
認
定
し
、
2
件

を
不
認
定
と
し
ま
し
た
。

一般会計補正（第9・10号）7億3,849万円増額令和4年度



新
庁
舎
建
設
や
新
行
政
改
革

大
綱
は
疑
問
の
声
あ
り
。
市

民
同
意
得
ら
れ
て
い
な
い
。

　

市
民
の
安
全
安
心
の
た
め
、

職
員
が
積
極
的
に
取
り
組
み

執
行
し
た
結
果
。
実
施
事
業

の
検
証
を
行
い
、
今
後
に
生

か
す
こ
と
を
求
め
る
。

　

保
育
園
築
山
修
繕
遅
延
や

市
長
車
購
入
費
未
執
行
な
ど

の
結
果
に
疑
問
あ
り
。
今
後

は
市
、
市
民
、
議
会
が
協
同

し
執
行
し
て
い
く
べ
き
。

　

事
業
目
的
や
想
定
を
見
誤

っ
た
事
業
や
分
析
や
検
証
な

ど
を
し
て
い
な
い
案
件
が
あ

っ
た
が
、
市
民
生
活
に
寄
り

添
っ
た
事
業
も
多
く
あ
っ
た
。

　

市
民
の
た
め
に
多
く
の
事

業
が
適
切
に
執
行
さ
れ
た
。目

標
設
定
、
事
後
検
証
が
不
十

分
な
事
業
も
あ
っ
た
。
今
後

の
事
業
実
施
に
生
か
す
べ
き
。

　

臨
時
財
政
対
策
債
の
借
り

入
れ
な
し
。
財
政
運
営
良
好
。

住
民
福
祉
増
進
の
た
め
検
証

と
改
善
を
行
い
、
一
層
真
摯

な
事
業
運
営
を
望
む
。

　

商
品
券
残
分
の
販
売
で
は

公
平
性
が
担
保
さ
れ
な
か
っ

た
。
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
土
地
貸

付
料
は
未
支
払
い
。
行
政
効

果
が
発
揮
で
き
て
い
な
い
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の

増
収
、
市
民
生
活
や
事
業
活

動
へ
の
支
援
策
の
実
施
な
ど

コ
ロ
ナ
禍
で
も
健
闘
し
た
。

今
後
の
市
政
に
も
期
待
す
る
。

　

全
体
予
算
に
対
す
る
扶
助

費
の
割
合
は
県
内
最
低
で
、

※
賛
成
15
、
反
対
4
で
認
定

▼
介
護
保
険
特
別
会
計

　

物
価
高
騰
は
高
齢
者
に
も

影
響
あ
り
。
県
内
で
は
据
え

置
き
ま
た
は
引
き
下
げ
と
し

て
い
る
自
治
体
あ
り
。
本
市

で
も
据
え
置
き
と
す
べ
き
。

　

高
齢
者
人
口
増
加
に
伴
い

新
規
事
業
財
政
基
盤
が
必
要
。

保
険
料
は
県
内
最
低
額
、
認

定
率
は
県
内
平
均
よ
り
低
い
。

介
護
予
防
事
業
効
果
で
あ
る
。

※
賛
成
17
、
反
対
2
で
認
定

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

▼
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

▼
居
宅
介
護
支
援
事
業
特
別
会
計

▼
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
特
別
会
計

▼
辺
見
診
療
所
特
別
会
計

▼
白
州
診
療
所
特
別
会
計

▼
財
産
区
特
別
会
計

※
全
員
賛
成
で
認
定

▼
水
道
事
業
会
計

　

ほ
と
ん
ど
の
事
業
は
適
正

に
執
行
さ
れ
た
が
、
給
水
装

置
の
検
査
未
実
施
は
重
く
受

け
止
め
る
べ
き
だ
。
市
民
へ

の
丁
寧
な
説
明
を
求
め
る
。

　

検
査
未
実
施
に
よ
る
市
民

生
活
へ
の
悪
影
響
は
な
か
っ

た
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

創
意
工
夫
に
よ
り
適
切
な
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

※
賛
成
5
、
反
対
13
で
不
認
定

▼
下
水
道
事
業
会
計

　

未
徴
収
使
用
料
や
排
水
設

備
工
事
完
成
検
査
な
ど
に
つ

い
て
の
進
捗
状
況
や
、
そ
の

確
認
な
ど
の
必
要
性
も
考
え

ら
れ
、
賛
成
は
し
難
い
。

　

経
営
合
理
化
な
ど
、
市
民

の
た
め
に
鋭
意
努
力
し
、
事

業
は
問
題
な
く
運
営
し
て
い

る
。
未
徴
収
の
件
に
つ
い
て

も
真
摯
に
対
応
し
た
。

※
賛
成
5
、
反
対
13
で
不
認
定

※
不
認
定
の
場
合
は
、当
該
議

決
を
踏
ま
え
市
長
は
、必
要

な
措
置
を
講
じ
た
と
き
、速

や
か
に
、措
置
内
容
を
議
会

に
報
告
し
、公
表
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。（
地
方
自
治

法
第
2
3
3
条
第
7
項
）

▼
病
院
事
業
特
別
会
計

※
全
員
賛
成
で
認
定

歳入合計
326億4,389万円

地方交付税
113億3,586万円
　　　　34.7%

市税　74億8,604万円
　　　22.9%

国県支出金
60億4,366万円
　　　18.5%

市債
15億8,520万円
4.9%

繰入金
3億2,391万円
1.0%

その他
58億6,922万円
18.0%

市税の内訳
市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
入湯税

25億　795万円
44億3,008万円
2億1,141万円
2億7,374万円
6,286万円

※金額は、万円未満を四捨五入しています。

令和3年度一般会計決算
決算特別委員会での12日間におよぶ慎重審議の結果、認定しました。

基金（預金）の累積残額
197億円（合併時比147億円の増）
市債（借金）の累積残額
520億円（ピーク時比489億円の減）
合併後トータル改善額 636億円

議
案
と
審
議
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反
対
討
論
　
志
村
　
清

反
対
討
論
　
内
田
俊
彦

賛
成
討
論
　
輿
水
　
崇

賛
成
討
論
　
清
水
敏
行

賛
成
討
論
　
大
芝
正
和

賛
成
討
論
　
髙
見
澤
伸
光

反
対
討
論
　
野
中
真
理
子

賛
成
討
論
　
保
坂
多
枝
子

反
対
討
論
　
志
村
　
清

特
別
会
計
決
算
認
定

反
対
討
論
　
清
水
敏
行

賛
成
討
論
　
秋
山
真
一

賛
成
討
論
　
内
田
俊
彦

企
業
会
計
決
算
認
定

反
対
討
論
　
進
藤
正
文

賛
成
討
論
　
秋
山
俊
和

一
般
会
計
決
算
認
定

歳出合計
311億1,012万円

衛生費
33億9,241万円
10.9%

教育費
31億962万円
　10.0%

民生費
75億6,443万円
　　　24.3%

諸支出金　14億9,293万円　4.8%
消防費　10億6,248万円　3.4%

商工費　9億2,629万円　3.0%
その他　2億8,959万円　1.0%

総務費
44億7,057万円
　14.4%

土木費
31億8,243万円
10.2%

公債費
29億3,622万円
9.4%

農林水産業費
26億8,315万円
8.6%



議
案
と
審
議・特
別
委
員
会
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指定管理者の指定

明野ふるさと太陽館
健康増進施設「健康ランド須玉」
スパティオ小淵沢外3施設
白州福祉会館（フォッサ・マグナの湯）
白州・尾白の森名水公園（べるが）外1施設
むかわの湯
大武川河川公園
小淵沢第3駐車場
白州町交流促進施設

㈱桔梗屋
㈱スポーツプラザ報徳
㈱スパティオ小淵沢
㈱ダンロップスポーツウェルネス
㈱アルプス
シダックス大新東ヒューマンサービス㈱
柳沢made
まちほくラボ㈱
㈱アルプス

3年
5年
5年
3年
5年
3年
5年
5年
5年

管理者 期間施　設

○＝賛成　×＝反対　※＝欠席

○×○○×○○○×○○×○○○○○○○ 認定令和3年度北杜市一般会計歳入歳出決算の認定

○○○○×○○○×○○○○○○○○○○ 認定令和3年度北杜市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

○○×××※×××○×○○×××××× 不認定令和3年度北杜市水道事業会計決算の認定

○○×××※×××○×○○×××××× 不認定令和3年度北杜市下水道事業会計決算の認定

○○○○×○○○×○○○○○○○○○○ 可決北杜市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例等の一部を改正する条例

○○○○×○○○×○○○○○○○○○○ 可決甲府市とのやまなし県央連携中枢都市圏形成に係る
連携協約の締結に関する協議

秋
山
　
俊
和

内
田
　
俊
彦

保
坂
多
枝
子

野
中
真
理
子

清
水
　
　
進

原
　
　
堅
志

加
藤
　
紀
雄

齊
藤
　
功
文

志
村
　
　
清

井
出
　
一
司

清
水
　
敏
行

進
藤
　
正
文

秋
山
　
真
一

大
芝
　
正
和

神
田
　
正
人

小
林
　
　
勉

中
山
　
喜
夫

輿
水
　
　
崇

髙
見
澤
伸
光

結
　
果

賛否のあった議案

案　　件

▼
歳
入

3
2
6
億
4
、
3
8
9
万
円

▼
歳
出

3
1
1
億
1
、
0
1
2
万
円

問　

走
行
距
離
が
長
い
市
民
バ

ス
、
E
V
車
と
の
入
れ
替
え
の

検
討
は
。

答
　
今
後
検
討
す
る
。

問　

市
広
報
、
行
政
区
に
加
入

し
て
い
な
い
住
民
へ
の
配
布
は
。

答
　
公
共
施
設
に
取
り
に
来
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

問　

選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
効

果
的
な
掲
示
場
所
や
数
の
見
直

し
は
。

答
　
状
況
を
把
握
し
、
効
果
的

に
掲
示
す
る
よ
う
選
挙
管
理
委

員
会
に
諮
る
。

問　

職
員
不
祥
事
の
再
発
防
止
、

事
案
の
検
証
と
今
後
の
方
策
は
。

答
　
職
員
一
丸
と
な
り
市
民
の

期
待
に
応
え
た
い
。
再
発
防
止

の
た
め
風
通
し
の
良
い
組
織
体

制
を
作
る
。

問　

峡
北
保
護
区
保
護
司
会
よ

り
徴
収
し
て
い
る
使
用
料
、
配

慮
す
べ
き
で
は
。

答
　
他
の
団
体
か
ら
も
徴
収
。

公
平
と
な
る
よ
う
取
り
扱
う
。

問　

犬
猫
不
妊
・
去
勢
手
術
費

補
助
金
、
補
助
頭
数
は
。

答
　
犬
60
頭
、
猫
2
7
2
頭
。

問　

民
児
協
活
動
費
補
助
金
の

内
容
は
。

答
　
委
員
に
補
助
。
一
人
あ
た

り
1
2
、
0
0
0
円
、
地
区
へ

7
0
、0
0
0
円
。児
童
登
下
校

見
守
り
な
ど
地
区
ご
と
に
活
動
。

問　

地
域
医
療
振
興
事
業
費
補

助
金
、
今
後
も
続
く
の
か
。

答
　
5
年
間
補
助
す
る
。

問　

㈱
八
ヶ
岳
モ
ー
ル
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
の
経
営
を
立
て
直
す

た
め
の
対
応
、
方
策
は
。

答
　
土
地
貸
借
者
、
行
政
と
し

て
公
益
的
な
地
域
活
性
化
を
図

る
。

問　

道
の
駅
は
く
し
ゅ
う
前
指

定
管
理
者
の
市
納
入
金
の
未
納
、

判
決
あ
り
。
早
急
に
調
査
し
対

応
す
べ
き
で
は
。

答
　
専
門
家
に
相
談
し
、
早
急

に
対
応
す
る
。

問　

指
定
管
理
施
設
で
収
益
増

の
施
設
は
市
納
入
金
を
増
額
し

て
は
。

答
　
収
支
報
告
内
容
を
よ
く
精

査
し
検
討
、
協
議
し
て
い
く
。

問　

市
費
で
作
成
し
た
絵
本
の

目
的
、
発
行
者
、
販
売
収
入
の

取
り
扱
い
は
。

答
　
市
が
観
光
ピ
ー
ア
ー
ル
の

た
め
に
作
成
し
、
販
売
収
入
は

本
制
作
販
売
委
託
業
者
と
折
半
。

問　

市
営
住
宅
退
去
者
の
状
況
、

理
由
は
。

答
　
退
去
者
の
38
％
が
市
外
へ
。

転
職
、
転
勤
が
主
な
理
由
。

問　

東
京
電
力
道
路
占
用
料
、

昨
年
度
よ
り
減
額
の
理
由
は
。

答
　
2
年
度
は
鉄
塔
工
事
の
た

め
の
占
用
料
。
3
年
度
は
工
事

実
施
な
し
。

問　

市
内
小
中
学
校
の
太
陽
光

設
備
、
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら

費
用
を
か
け
活
用
し
て
は
。

答
　
買
い
取
り
価
格
が
高
い
設

備
を
優
先
し
、
機
器
の
入
れ
替

え
を
行
っ
て
い
く
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
施
策
不

十
分
。
消
防
団
員
報
酬
は
他
自

治
体
と
比
べ
低
い
。
新
庁
舎
建

設
な
ど
基
金
積
み
立
て
の
市
民

同
意
得
ら
れ
て
い
な
い
。

　

地
方
交
付
税
な
ど
歳
入
増
額

が
一
般
財
源
確
保
と
な
り
基
金

の
繰
り
入
れ
は
減
額
。
将
来
負

担
比
率
も
算
出
さ
れ
ず
安
定
し

た
決
算
で
あ
る
と
考
え
る
。

令
和
3
年
度
決
算
特
別
委
員
会

　

令
和
4
年
9
月
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
、
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
令
和
3
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
8

件
、
企
業
会
計
3
件
の
決
算
を
審
査
し
た
。

　

お
も
な
質
疑
答
弁
お
よ
び
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
。

賛
成
討
論
　
保
坂
多
枝
子

反
対
討
論
　
志
村
　
清

一
般
会
計
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商
品
券
残
数
販
売
や
保
育

園
休
園
の
件
、
事
業
執
行
に
課

題
あ
り
。
岩
窪
共
有
地
管
理
会

へ
の
借
地
料
未
支
払
い
は
行
政

効
果
発
揮
で
き
て
い
な
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
だ
が
税
収
は
増
額
。

市
民
、
事
業
者
へ
の
支
援
事
業

の
実
施
な
ど
厳
し
い
状
況
下
で

も
健
闘
し
た
。
今
後
の
市
政
運

営
に
も
期
待
す
る
。

　
有
利
な
起
債
の
臨
機
応
変
な

使
い
方
を
し
て
い
な
い
。
契
約

先
の
倒
産
な
ど
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
も
不
十
分
。
残
念
な
予

算
執
行
で
あ
っ
た
。

　
臨
時
財
政
対
策
債
借
り
入
れ

回
避
は
長
期
財
政
運
営
に
つ
な

が
る
。
持
続
可
能
な
北
杜
市
の

た
め
、
市
民
の
立
場
に
立
っ
た

市
政
運
営
に
期
待
す
る
。

※
賛
成
13
、
反
対
6
で
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定

■
介
護
保
険
特
別
会
計

▼
歳
入
　

48
億
9
、
8
9
2
万
円

▼
歳
出
　

48
億
1
、
1
8
8
万
円

問
　
以
前
は
基
金
を
取
り
崩
し

保
険
料
引
き
上
げ
を
最
小
限
に

抑
え
た
が
、
3
年
度
は
基
金
の

積
み
立
て
を
増
や
し
て
い
る
。

そ
の
仕
組
み
は
。

答
　
計
画
で
は
3
年
度
か
ら
5

年
度
ま
で
保
険
料
を
同
額
と
し

て
い
る
。
一
方
、
3
年
度
は
基

金
を
積
み
立
て
た
が
、
4
年
度
、

5
年
度
に
は
基
金
を
取
り
崩
し

て
対
応
す
る
。

　
物
価
高
騰
の
影
響
は
高
齢
者

に
も
。
利
用
料
な
ど
を
負
担
増

加
と
す
る
制
度
見
直
し
の
計
画

も
あ
り
。
基
金
崩
し
据
え
置
く

べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
本
市
保
険
料
は
県
内
最
低
額
。

3
年
度
介
護
認
定
率
は
県
平
均

か
ら
大
幅
に
下
回
る
。
保
険
料

と
認
定
率
の
低
さ
は
介
護
予
防

事
業
の
成
果
で
あ
る
。

※
賛
成
17
、
反
対
2
で
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

▼
歳
入
　

59
億
6
、
8
2
5
万
円

▼
歳
出
　

58
億
5
、
6
2
2
万
円

問
　
本
市
保
険
料
は
他
市
に
比

べ
低
額
で
あ
る
が
、
県
内
自
治

体
で
税
額
を
統
一
す
る
と
市
民

負
担
が
増
え
る
。
動
向
は
。

答
　
県
国
保
運
営
方
針
で
令
和

12
年
度
以
降
税
水
準
統
一
を
検

討
。
市
民
税
負
担
が
大
幅
に
増

え
な
い
よ
う
要
望
す
る
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

▼
歳
入
　

7
億
3
、
3
0
6
万
円

▼
歳
出
　

7
億
3
、
1
0
0
万
円

■
居
宅
介
護
支
援
事
業
特
別
会
計

▼
歳
入
　
　
　

1
、
5
8
1
万
円

▼
歳
出
　
　
　

1
、
2
2
1
万
円

■
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
特
別
会
計

▼
歳
入
　

1
億
3
、
3
0
4
万
円

▼
歳
出
　

1
億
2
、
0
9
6
万
円

問
　
地
域
経
済
循
環
創
造
交
付

金
の
3
年
度
の
交
付
は
。

答
　
環
境
省
へ
申
請
。
不
採
択
。

■
辺
見
診
療
所
特
別
会
計

▼
歳
入
　

1
億
1
、
6
9
1
万
円

▼
歳
出
　

1
億
1
、
6
1
2
万
円

問
　
来
院
者
の
体
調
を
考
慮
し

駐
車
場
の
屋
根
を
増
や
す
考
え

は
。

答
　
駐
車
場
敷
地
が
狭
い
。
今

後
の
状
況
に
よ
り
対
応
す
る
。

■
白
州
診
療
所
特
別
会
計

▼
歳
入
　
　

1
億
　
5
4
7
万
円

▼
歳
出
　
　

1
億
　
3
6
6
万
円

問
　
来
院
者
の
体
調
を
考
慮
し

駐
車
場
の
屋
根
を
設
置
す
る
考

え
は
。

答
　
現
場
の
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
対
応
す
る
。

■
財
産
区
特
別
会
計

▼
歳
入
　

1
億
8
、
4
4
7
万
円

▼
歳
出
　

1
億
3
、
1
8
8
万
円

問
　
小
淵
沢
財
産
区
は
八
ヶ
岳

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
へ
の
土
地
貸
付

収
入
が
あ
る
の
か
。

答
　
財
産
区
と
し
て
貸
付
地
は

な
い
た
め
収
入
な
し
。

※
以
上
7
会
計
は
全
員
賛
成
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

■
病
院
事
業
特
別
会
計

▼
収
益
的

収
入
　
　

45
億
8
、
6
7
5
万
円

支
出
　
　

38
億
7
、
3
2
1
万
円

▼
資
本
的

収
入
　
　

6
億
2
、
8
1
6
万
円

支
出
　
　

7
億
9
、
6
7
8
万
円

問
　
患
者
数
は
全
体
的
に
増
加

し
て
い
る
が
、
塩
川
病
院
と
甲

陽
病
院
の
増
減
の
要
因
は
。

答
　
塩
川
病
院
は
長
期
処
方
に

よ
る
外
来
受
療
行
動
の
変
化
で

あ
り
、
甲
陽
病
院
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
る
受
診
控
え
が
回
復

し
た
も
の
に
よ
る
と
考
え
る
。

※
全
員
賛
成
で
認
定
す
べ
き
も

の
と
決
定

■
水
道
事
業
会
計

▼
収
益
的

収
入
　
　

21
億
4
、
6
8
2
万
円

支
出
　
　

21
億
7
、
5
1
4
万
円

▼
資
本
的

収
入
　
　

8
億
7
、
1
2
5
万
円

支
出
　
　

8
億
8
、
1
4
1
万
円

問
　
工
事
費
な
ど
の
経
費
は

年
々
増
加
し
非
常
に
厳
し
い
財

政
状
況
。
料
金
値
上
げ
か
基
準

外
繰
入
金
増
額
か
。

答
　
支
出
、
料
金
収
入
、
繰
入

金
の
見
直
し
を
併
せ
て
考
慮
す

る
。
料
金
は
審
議
会
の
答
申
を

参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

問
　
検
査
未
実
施
の
件
に
つ
い

て
、
2
年
度
の
給
水
申
請
に
つ

い
て
は
す
べ
て
未
処
理
。
課
内

で
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
。

答
　
確
認
が
不
十
分
で
あ
っ
た

と
考
え
る
。
担
当
間
で
業
務
に

関
す
る
指
摘
を
行
っ
た
こ
と
は

あ
っ
た
が
、
内
容
は
不
明
。
今

後
局
内
の
調
査
を
実
施
す
る
。

　
給
水
装
置
の
検
査
未
実
施
は

水
道
事
業
へ
の
信
頼
を
大
き
く

損
ね
た
。
調
査
中
で
あ
り
、
不

確
定
部
分
が
あ
る
な
か
で
は
認

定
に
賛
成
で
き
な
い
。

　
水
道
事
業
そ
の
も
の
に
は
影

響
は
な
く
、
今
後
の
対
応
は
ま

だ
未
決
定
だ
が
短
期
間
で
行
っ

た
相
応
の
対
応
を
評
価
し
、
今

後
の
運
営
に
期
待
す
る
。

※
賛
成
5
、
反
対
14
で
不
認
定

と
す
べ
き
も
の
と
決
定

■
下
水
道
事
業
会
計

▼
収
益
的

収
入
　
　

29
億
1
、
2
8
0
万
円

支
出
　
　

28
億
3
、
3
1
8
万
円

▼
資
本
的

収
入
　
　

15
億
8
、
9
5
1
万
円

支
出
　
　

24
億
2
、
0
7
9
万
円

問
　
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金

の
基
準
と
は
。

答
　
下
水
道
施
設
を
整
備
し
た

際
の
費
用
の
一
部
。
金
額
は
合

併
以
前
に
決
定
し
た
金
額
を
継

承
し
請
求
し
て
い
る
。

問
　
下
水
道
使
用
料
徴
収
漏
れ

は
、
職
場
体
制
の
問
題
で
あ
る
。

再
発
防
止
の
た
め
ど
の
よ
う
に

改
善
し
て
い
く
の
か
。

答
　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
時
間
を
確

保
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
体
制

強
化
を
図
り
再
発
防
止
に
努
め

る
。

　
下
水
道
使
用
料
徴
収
漏
れ
は

関
係
職
員
の
怠
慢
と
課
内
体
制

の
不
備
に
よ
る
も
の
。
現
時
点

に
お
い
て
市
民
感
情
か
ら
到
底

賛
成
で
き
な
い
。

　
賦
課
漏
れ
の
件
は
由
々
し
き

問
題
で
あ
る
が
、
改
善
す
る
姿

勢
が
表
れ
て
い
る
。
全
体
的
に

は
適
切
に
管
理
し
た
運
用
が
で

き
て
い
る
と
考
え
る
。

　
下
水
道
使
用
料
未
徴
収
は
市

民
感
情
か
ら
み
れ
ば
公
平
性
が

確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
許
せ
な
い

行
為
で
あ
る
が
、
今
後
の
適
切

な
対
応
を
期
待
す
る
。

※
賛
成
5
、
反
対
14
で
不
認
定

と
す
べ
き
も
の
と
決
定

＊
金
額
は
、
万
円
未
満
を
四
捨

五
入
し
て
い
ま
す
。

反
対
討
論
　
志
村
　
清

賛
成
討
論
　
保
坂
多
枝
子

反
対
討
論
　
内
田
俊
彦

賛
成
討
論
　
秋
山
俊
和

賛
成
討
論
　
清
水
敏
行

反
対
討
論
　
福
井
俊
克

賛
成
討
論
　
内
田
俊
彦

賛
成
討
論
　
秋
山
真
一

賛
成
討
論
　
内
田
俊
彦

反
対
討
論
　
野
中
真
理
子

公
営
企
業
会
計

特
別
会
計

反
対
討
論
　
進
藤
正
文
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た
め
、
毎
年
一
定
数
の
採
用

は
必
要
と
考
え
、
採
用
の
平

準
化
を
検
討
す
る
。

問
　
管
理
監
督
職
勤
務
上
限

年
齢
に
よ
る
降
任
等
及
び
管

理
監
督
職
へ
の
任
用
の
制
限

の
特
例
は
専
門
職
に
も
適
用

か
。

答
　
必
要
に
応
じ
適
用
す
る
。

■
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例

問
　
市
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
に
お
い
て
、

育
児
休
業
な
ど
の
適
用
除
外

に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る

が
、
介
護
休
暇
の
規
定
は
あ

る
か
。

答
　
市
職
員
の
勤
務
時
間
、休

暇
等
に
関
す
る
条
例
に
規
定

さ
れ
て
い
る
。

　
付
託
さ
れ
た
議
案
2
件
を

審
査
し
、
全
員
賛
成
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

■
地
域
食
材
提
供
施
設
条
例

の
廃
止

問
　
令
和
5
年
6
月
1
日
施

行
と
し
た
理
由
と
地
域
へ
の

報
告
は
。

答
　
利
用
者
と
の
契
約
満
了

日
に
合
わ
せ
施
行
日
と
し
た
。

利
用
者
と
地
権
者
、
地
域
住

民
と
話
し
合
い
、
円
滑
な
関

係
で
進
ん
で
い
る
。

■
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
問
　
跡
地
の
活
用
は
。

答
　
今
後
検
討
す
る
。

　
付
託
さ
れ
た
議
案
2
件
を

審
査
し
、
全
員
賛
成
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

■
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

問
　
制
度
適
用
後
の
常
勤
職

員
と
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
と
の
主
な
手
当
の

違
い
は
。

答
　
短
時
間
勤
務
職
員
は
通

勤
手
当
お
よ
び
時
間
外
手
当

が
対
象
と
な
り
、
常
勤
職
員

は
さ
ら
に
扶
養
手
当
と
住
居

手
当
が
対
象
と
な
る
。

問
　
職
員
定
員
適
正
化
計
画

と
の
関
係
お
よ
び
新
規
職
員

採
用
へ
の
影
響
は
。

答
　
常
勤
職
員
は
定
員
に
含

む
。
段
階
的
引
き
上
げ
期
間

に
お
け
る
職
員
の
退
職
は
隔

年
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
維
持
の

お
も
な
質
疑・討
論
の
内
容
は
次
の
と
お
り

経
済
環
境

常
任
委
員
会

総
　
務

常
任
委
員
会

再活用が期待される施設（元北甲斐亭）

総務常任委員会
委員長 秋山　真一
委　員 髙見澤伸光　/　志村　　清　/　福井　俊克　/　野中真理子　/　内田　俊彦

副委員長 神田　正人

文教厚生常任委員会
委員長 清水　敏行
委　員 中山　喜夫　/　井出　一司　/　齊藤　功文　/　加藤　紀雄　/　保坂多枝子

副委員長 清水　　進

経済環境常任委員会
委員長 進藤　正文
委　員 小林　　勉　/　大芝　正和　/　原　　堅志　/　秋山　俊和

副委員長 輿水　　崇

議会運営委員会
委員長 野中真理子
委　員 輿水　　崇　/　志村　　清　/　加藤　紀雄　/　原　　堅志　/　内田　俊彦　/　秋山　俊和

副委員長 大芝　正和

議会広報編集委員会
委員長 志村　　清
委　員 神田　正人　/　秋山　真一　/　進藤　正文　/　清水　敏行　/　齊藤　功文　/　清水　　進

副委員長 小林　　勉　/　大芝　正和

構 成 が 変 わ り ま し た



　

市
内
外
の
子
ど
も
た
ち
が

北
杜
の
自
然
の
恵
み
を
知
り
、

「
ふ
る
さ
と
北
杜
」
に
愛
着

を
持
つ
き
っ
か
け
と
し
て
、

ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
体
験

教
室
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
市
の
優
位
性
を
生

か
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
さ
ら
な
る
発
展
を

期
待
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の
聖

地
と
し
て
、
来
訪
者
の
増
加

を
目
指
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
3
年
間
交
流

が
途
絶
え
て
い
た
、
姉
妹
地

域
の
米
国
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州

マ
デ
ィ
ソ
ン
郡
と
の
交
流
を

再
開
し
、
市
の
訪
問
団
が
現

地
を
訪
問
し
ま
し
た
。
新
た

な
国
際
交
流
の
創
出
と
し
て
、

現
地
高
校
と
甲
陵
高
校
間
の

留
学
や
、
相
互
の
地
域
を
市

民
が
観
光
す
る
ツ
ア
ー
の
実

施
な
ど
、
市
民
の
交
流
機
会

を
作
り
、
相
互
の
親
交
を
深

め
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
ま

し
た
。

　

産
業
創
出
推
進
の
た
め
体

制
を
強
化
し
、
積
極
的
な
企

業
へ
の
誘
致
活
動
を
行
っ
て

き
た
結
果
、
ア
ウ
ト
ド
ア
複

合
施
設
の
オ
ー
プ
ン
、
カ
ッ

ト
野
菜
工
場
の
新
設
、
ワ
イ

ナ
リ
ー
の
新
規
参
入
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
た
め
、
働
き
か
け
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
へ
の
販
路
拡

大
の
た
め
、
台
湾
で
本
市
農

産
物
な
ど
を
販
売
す
る
物
産

展
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
本
市
の
魅
力
あ
る
商

品
が
世
界
に
進
出
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

北
杜
市
フ
ー
ド
バ
レ
ー
協

議
会
と
共
催
で
第
2
回
「
名

水
の
里
」
米
食
味
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
度
に
本
市
で
開

催
さ
れ
る
国
際
大
会
に
向
け
、

水
稲
生
産
者
の
皆
さ
ま
の
米

作
り
技
術
の
向
上
と
と
も
に
、

環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能

な
農
業
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

に
よ
る
経
済
の
縮
小
や
活
力

の
低
下
な
ど
の
共
通
課
題
の

解
決
に
取
り
組
む
た
め
、
甲

府
市
と
連
携
協
定
を
締
結
す

る
予
定
で
す
。
他
の
構
成
市

も
含
め
た
圏
域
全
体
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

白
州
町
の
サ
ン
ト
リ
ー
天

然
水
南
ア
ル
プ
ス
白
州
工
場

と
白
州
蒸
留
所
に
お
い
て
、

国
内
最
大
規
模
と
な
る

「
P
2
G
シ
ス
テ
ム
」
が
導

入
さ
れ
ま
す
。
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
大
き

く
貢
献
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と

し
て
注
目
を
集
め
て
お
り
、

こ
の
施
設
で
製
造
さ
れ
た
グ

リ
ー
ン
水
素
は
工
場
外
で
の

利
用
も
計
画
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
市
に
お
け
る
新

た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
期

待
し
、
活
用
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

N
T
T
ア
ノ
ー
ド
エ
ナ
ジ

ー
㈱
や
東
日
本
電
信
電
話
㈱

山
梨
支
店
と
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関
す
る
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
共

同
提
案
と
し
て
計
画
書
の
作

成
な
ど
を
行
い
、
県
内
初
の

脱
炭
素
先
行
地
域
を
目
指
し

ま
す
。

2
国
際
交
流
の
再
開
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ウィズコロナ・アフターコロナ時代へ
一丸となって新たな一歩を踏み出すと
ともに、市制20周年に向け、機運を
高めていきます。所 信 表 明

上村市長の

　

「
全
国
住
み
続
け
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
2
2
」
で
、

本
市
が
全
国
8
位
と
な
り
ま
し
た
。
自
然
環
境
の
豊
か
さ

や
、
子
育
て
支
援
の
充
実
な
ど
、
本
市
の
魅
力
が
こ
の
結

果
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
誰

も
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

市
政
の
状
況

ア
ウ
ト
ド
ア
の

聖
地
に
向
け
た

イ
ベ
ン
ト
の
実
施

1

5
や
ま
な
し
県
央
連
携

中
核
都
市
圏

6
P
2
G
シ
ス
テ
ム
の

新
た
な
活
用

7
国
の
脱
炭
素

先
行
地
域
目
指
す

4
持
続
可
能
な

農
業
へ
の
取
り
組
み

小学校での登山教室の実施を拡大

新たな国際交流の創出に向けた姉妹都市への訪問

農家の経営力向上のための講演会を開催

3
企
業
誘
致
と

海
外
へ
の
販
路
拡
大



①
移
住
・
定
住
施
策
の
成
果
は
。

②
本
年
度
の
相
談
受
付
状
況
は
。

③
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
長
　
①
平
成
27
年
度
か
ら
、昨
年
度
末

ま
で
に
約
5
千
件
の
相
談
に
対
応
し
て
き

た
。定
期
的
に
移
住
相
談
会
を
開
催
。近

年
は
転
入
超
過
が
続
き
、成
果
が
上
が
っ
て

い
る
。

②
令
和
4
年
10
月
末
で
相
談
は
7
4
2

人
、相
談
会
は
19
回
、来
客
数
は
39
組
。コ

ロ
ナ
禍
と
な
っ
て
か
ら
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
相

談
が
増
加
。

③
先
行
移
住
者
の
事
例
紹
介
な
ど
情
報
発

信
や
交
流
会
の
開
催
を
図
る
。

①
第
2
期
北
杜
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
推
進
計
画
に
基
づ
く
、企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
の
状
況
は
。

②
環
境
保
全
基
金
・
芸
術
文
化
ス
ポ
ー
ツ

振
興
協
力
金
な
ど
、他
の
寄
附
と
の
整
合

性
は
。

③
今
後
の
進
め
方
は
。

企
画
部
長
　
①
新
た
な
企
業
の
情
報
を
集

め
、効
率
的
な
実
施
に
努
め
て
い
る
が
、コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
か
ら
、11
月
末
現
在
で
1
社

5
0
0
万
円
。

②
活
用
目
的
や
税
控
除
な
ど
が
異
な
る
制

度
を
取
り
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レッ
ト
を
作
成
。

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
活
用
。

③
本
市
に
本
社
が
な
い
企
業
が
対
象
。市
の

事
業
に
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
丁
寧
に
説

明
す
る
。

移住定住施策は

転入超過が続いている

北
杜
ク
ラ
ブ

ようこそ北杜市へ

北杜クラブ
やま かずとしあき

秋山　俊和
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企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
努
め
る

　

登
下
校
時
に
使
用
す
る
重
要
路
線
。

①
未
整
備
区
間
の
現
在
の
状
況
は
。

②
今
後
の
進
め
方
は
。

市
長
　
①
修
正
設
計
や
用
地
測
量

を
行
い
、地
権
者
に
理
解
を
得
た
。

②
来
年
度
、土
地
売
買
契
約
と
物
件

補
償
契
約
を
締
結
し
、年
度
内
の
完

成
を
目
指
す
。

①
森
林
環
境
譲
与
税
執
行
率
と
事

業
内
容
は
。

②
他
自
治
体
の
譲
与
税
の
活
用
は
。

③
現
状
と
今
後
の
計
画
は
。

産
業
観
光
部
長
　
①
77
・
9
％
の
執

行
率
、森
林
情
報
整
備
な
ど
に
充
当
。

②
交
流
あ
る
自
治
体
へ
働
き
か
け
、

市
内
森
林
を
活
用
し
た
活
動
を
促
す
。

③
森
林
環
境
教
育
な
ど
を
実
施
。港

区
施
設
で
の
市
産
材
利
用
を
推
進
。

い で かず し

①
児
童
向
け
の
新
規
事
業
は
。

②
子
ど
も
ク
ラ
ブ
や
育
成
会
の
支
援

金
は
来
年
度
も
減
額
か
。

③
市
が
目
指
す
子
育
て
環
境
と
は
。

市
長
　
③
切
れ
目
の
な
い
支
援
強
化
。

教
育
長
　
①
I
C
T
機
器
を
活
用

し
、さ
ら
に
教
育
充
実
に
努
め
る
。

②
加
入
者
数
減
少
の
た
め
減
額
。一
団

体
6
千
円
、一
人
3
7
1
円
で
算
定
。

①
被
害
防
止
の
注
意
喚
起
は
。

②
詐
欺
検
知
機
能
電
話
機
導
入
は
。

③
税
金
還
付
通
知
の
記
載
ミ
ス
は
。

総
務
部
長
　
①
具
体
的
事
例
な
ど
を

広
く
発
信
し
、未
然
防
止
に
努
め
る
。

②
機
器
の
有
効
性
を
研
究
し
、有
効

な
防
止
策
を
引
き
続
き
検
討
す
る
。

③
誤
っ
た
金
額
を
通
知
、対
象
99
件
。

再
発
防
止
に
努
め
る
。

あき やま しん いち



組
合
議
会
報
告
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人
と
自
然
と
文
化
が
躍
動
す
る
環
境
創

造
都
市
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
誕
生
し
た

北
杜
市
だ
が
、野
山
に
投
棄
さ
れ
た
解
体

し
た
住
居
の
残
骸
、不
用
に
な
っ
た
家
具
や

電
化
製
品
、陶
器
、寝
具
な
ど
目
を
覆
う

ば
か
り
だ
。

①
本
市
に
お
け
る
不
法
投
棄
物
の
内
容
お

よ
び
年
間
の
量
は
。

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い

る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
成
果
と
検
証
は
。

③
民
間
事
業
者
を
活
用
し
た
夜
間
パ
ト
ロ

ー
ル
の
実
施
、監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
を
進
め

る
べ
き
で
は
。

④
第
2
次
北
杜
市
環
境
基
本
計
画
見
直

し
の
主
な
改
正
点
は
。

市
民
環
境
部
長
　
①
市
全
体
の
不
法
投

棄
量
の
把
握
は
困
難
。昨
年
度
の
回
収
実

績
は
、約
7
・
7
㌧
。廃
材
や
瓦
な
ど
が
約

6
㌧
と
大
半
を
占
め
て
お
り
、そ
の
ほ
か
、

廃
タ
イ
ヤ
、テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫
な
ど
。

②
昨
年
度
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
は
延
べ
6
2
0
日
。発

見
し
た
ご
み
の
回
収
や
、不
法
投
棄
場
所

の
市
へ
の
報
告
な
ど
迅
速
な
対
応
が
な
さ

れ
、パ
ト
ロ
ー
ル
自
体
が
一
定
の
抑
止
効
果

を
生
ん
で
い
る
。「
北
杜
市
ボ
ラ
ン
ティ
ア
不

法
投
棄
連
絡
員
」13
人
の
協
力
を
得
な
が

ら
不
法
投
棄
の
未
然
防
止
な
ど
に
努
め
る
。

③
地
区
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、警
告
看
板

の
支
給
を
行
う
な
ど
、不
法
投
棄
の
未
然

防
止
や
早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
。民
間

事
業
者
と
の
連
携
を
含
め
て
、夜
間
パ
ト
ロ

ー
ル
の
実
施
を
検
討
し
た
い
。

④
数
値
の
時
点
修
正
や
第
3
次
総
合
計

画
と
の
整
合
を
図
る
た
め
の
加
筆
、修
正

な
ど
で
あ
り
、骨
格
自
体
の
変
更
は
考
え

て
い
な
い
。

　
S
D
G
s
の
理
念
と
の
整
合
、国
の
二
酸

化
炭
素
削
減
目
標
に
資
す
る
施
策
、「
甲

武
信
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」登
録
に
関
連

す
る
森
林
保
全
や
活
用
施
策
、市
内
に
お

け
る
民
間
、行
政
を
問
わ
ず
、建
物
へ
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
策
な
ど
を
考
え

て
い
る
。 未

然
防
止
と
早
期
発
見
に
努
め
る

ご
み
不
法
投
棄
の
現
状
と
対
策

環
境
基
本
計
画
の
見
直
し
は

美しい北杜を守ろう

《
第
2
回
定
例
会
》

　
10
月
25
日
に
開
催
さ
れ
、
認
定
等
9
件

に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可

決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
3
年
度
決
算
認
定

▼
一
般
会
計

▼
常
備
消
防
特
別
会
計

▼
ご
み
処
理
特
別
会
計

▼
し
尿
処
理
特
別
会
計

■
4
年
度
補
正
予
算

▼
一
般
会
計
（
第
1
号
）

▼
常
備
消
防
特
別
会
計
（
第
3
号
）

▼
ご
み
処
理
特
別
会
計
（
第
2
号
）

▼
し
尿
処
理
特
別
会
計
（
第
2
号
）

■
契
約

▼
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
水
Ⅱ

型
）
（
明
許
）
購
入
契
約
の
締
結

《
第
3
回
臨
時
会
》

　
12
月
6
日
に
開
催
さ
れ
、
条
例
等
8
件

に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

■
条
例

▼
職
員
給
与
条
例
及
び
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

▼
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

▼
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
等

に
関
す
る
条
例

▼
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条

例
の
制
定

■
4
年
度
補
正
予
算

▼
一
般
会
計
（
第
2
号
）

▼
常
備
消
防
特
別
会
計
（
第
4
号
）

▼
ご
み
処
理
特
別
会
計
（
第
3
号
）

▼
し
尿
処
理
特
別
会
計
（
第
3
号
）

《
第
2
回
定
例
会
》

　
10
月
27
日
に
開
催
さ
れ
、
認
定
案
件
等

6
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り

可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
選
任

▼
議
会
運
営
委
員

　
遠
藤
　
髙
芳
（
南
部
町
）

■
3
年
度
決
算
認
定

▼
一
般
会
計
・
▼
特
別
会
計

■
規
則
等

▼
会
議
規
則
の
一
部
改
正

▼
専
決
処
分
事
項
の
指
定
の
一
部
改
正

■
4
年
度
補
正
予
算

▼
一
般
会
計
（
第
2
号
）

▼
特
別
会
計
（
第
1
号
）

《
第
2
回
定
例
会
》

　
10
月
17
日
に
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
等

2
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り

可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
選
挙

▼
組
合
管
理
者

　
望
月
　
　
智
（
中
央
市
）

▼
副
議
長

　
藤
原
　
正
夫
（
甲
斐
市
）

▼
議
員

　
小
川
　
好
一
（
市
川
三
郷
町
）

■
4
年
度
補
正
予
算

▼
一
般
会
計
（
第
1
号
）

■
3
年
度
決
算
認
定

▼
一
般
会
計

峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

山
梨
西
部
広
域
環
境
組
合
議
会

北
杜
ク
ラ
ブ



①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
連
携
し
た
母
子
健

康
手
帳
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
。

②
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
。

③
0
歳
か
ら
2
歳
ま
で
の
健
康
管
理
、

育
児
相
談
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
。

④
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
推
進
は
。

⑤
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
は
。

⑥
先
進
地
へ
の
職
員
の
視
察
・
派
遣
は
。

⑦
北
杜
市
の
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
今
後
は
。

北
杜
未
来
部
長　

⑥
茅
野
市
な
ど
同
様

の
課
題
を
持
つ
自
治
体
視
察
を
検
討
。

⑦
今
年
度
中
に
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を
策
定
。

市
民
環
境
部
長　

⑤
休
日
も
窓
口
開
設
。

こ
ど
も
政
策
部
長　

①
検
討
す
る
。

②
令
和
4
年
3
月
配
布
開
始
。実
績
2
件
。

③
有
効
活
用
に
つ
い
て
確
認
し
検
討
。

④
先
進
事
例
な
ど
を
研
究
す
る
。

①
ガ
バ
メ
ン
ト
・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
の
導
入
は
。

②
基
金
運
用
の
実
施
は
。

企
画
部
長　

①
運
用
開
始
。
推
進
図
る
。

②
新
た
な
基
金
は
考
え
て
い
な
い
。

①
住
民
福
祉
の
た
め
さ
ら
な
る
連
携
は
。

②
学
校
教
育
と
の
連
携
は
。

③
浅
尾
原
地
域
一
体
で
の
事
業
展
開
は
。

④
関
係
団
体
と
連
携
し
た
魅
力
発
信
は
。

⑤
子
育
て
支
援
に
つ
な
が
る
連
携
は
。

市
長　

①
魅
力
あ
る
教
育
の
推
進
、
文

化
活
動
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
。

②
小
中
学
生
1
4
8
人
へ
平
和
教
育
実

施
。

③
地
域
住
民
の
要
望
に
よ
り
検
討
す
る
。

④
選
手
と
子
ど
も
の
交
流
を
検
討
す
る
。

⑤
子
ど
も
が
楽
し
め
る
事
業
を
検
討
。

①
来
年
度
の
事
業
継
続
は
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連
携
は
。

市
民
環
境
部
長　

①
県
の
動
向
を
注
視
。

②
動
物
愛
護
推
進
員
の
協
力
を
得
る
。

①
市
内
医
療
機
関
の
確
保
状
況
は
。

②
ス
ム
ー
ズ
な
供
給
体
制
の
確
立
は
。

③
診
療
体
制
の
確
立
と
周
知
は
。

④
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
同
時
検
査
キ
ッ
ト

の
確
保
は
。

福
祉
保
健
部
長　

①
②
県
と
連
携
し
、

市
立
病
院
へ
の
供
給
、
確
保
に
努
め
る
。

③
医
療
機
関
と
調
整
。
S
N
S
で
発
信
。

④
購
入
し
市
立
病
院
も
体
制
を
整
え
た
。

デジタル田園都市構想は

調査研究し、検討する

公
明
党
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公明党
だ ひことしうち

内田　俊彦

地
域
猫
の
去
勢・不
妊
は

コ
ロ
ナ
感
染
症
治
療
薬
は

事
業
の
継
続
は
検
討
中

購
入
し
流
行
に
備
え
て
い
る

い
こ
い
の
杜
は

ふ
る
さ
と
納
税
は

施
設
を
活
用
す
る
事
業
を
検
討

市
の
魅
力
を
発
信
し
財
源
を
確
保

リトルベビー
ハンドブック

　

大
規
模
土
石
流
、線
状
降
水
帯
な

ど
、夜
間
の
避
難
は
危
険
を
伴
う
。

①
小
学
生
防
災
教
育
の
取
り
組
み
は
。

②
災
害
時
避
難
、周
知
取
り
組
み
は
。

③
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
状
況
は
。

④
防
災
国
体
内
容
の
生
か
し
方
は
。

⑤
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
活
用
状
況
は
。

教
育
長　

①
災
害
時
に
場
面
に
応
じ

た
適
切
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
学
校

の
防
災
訓
練
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

総
務
部
長　

②
水
害
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

な
ど
配
布
、適
切
な
避
難
を
周
知
。

③
須
玉
・
小
淵
沢
・
長
坂
で
特
定
地

区
総
合
防
災
訓
練
を
行
う
。

④
担
当
職
員
2
名
が
参
加
し
、情
報

を
収
集
。今
後
の
訓
練
や
啓
発
事
業

な
ど
に
生
か
し
、市
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
に
つ
な
げ
た
い
。

⑤
姉
妹
都
市
な
ど
に
派
遣
し
展
示
を

行
っ
た
。災
害
時
の
ト
イ
レ
の
重
要
性

の
普
及
・
啓
発
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

積
極
的
に
活
用
す
る
。

しん どう まさ ふみ



①
（イ）
介
護
保
険
制
度
改
定
は
。

（ロ）
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
養
成
は
。

②
（イ）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
率
と

保
険
証
利
用
へ
の
対
応
状
況
は
。

（ロ）
健
康
保
険
証
廃
止
方
針
は
。

市
民
環
境
部
長
　
②
（イ）
カ
ー
ド
交
付
率

は
11
月
末
現
在
、
48
・
3
％
。
市
立
医

療
機
関
す
べ
て
に
保
険
証
対
応
機
器
を

設
置
し
、
利
用
を
開
始
し
て
い
る
。

（ロ）
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、
国
の
検

討
結
果
を
待
つ
。

福
祉
保
健
部
長
　
①
（イ）
公
平
性
を
担
保

し
た
中
で
負
担
能
力
に
応
じ
た
改
定
に

つ
な
が
る
の
か
、
注
視
し
て
い
く
。

（ロ）
本
年
度
、
3
人
増
員
さ
れ
、
現
在
は

45
人
。
不
足
は
解
消
さ
れ
た
。

①
冬
を
越
せ
る
福
祉
灯
油
の
支
給
は
。

②
生
活
保
護
世
帯
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
購
入
へ
の
対
応
は
。

③
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
弁
当
持
参
者
へ

の
補
助
は
。

教
育
長
　
③
保
護
者
の
理
解
を
得
て
お

り
、
実
施
し
て
い
な
い
。

福
祉
保
健
部
長
　
①
市
独
自
で
の
支
給

は
考
え
て
い
な
い
。

②
厚
労
省
通
知
に
よ
り
商
品
券
は
収
入

認
定
さ
れ
る
。
販
売
・
配
布
は
し
な
い
。

①
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
・
食
品
の
評
価
は
。

②
小
学
校
へ
の
苗
の
配
布
は
。

教
育
長
　
①
世
論
の
賛
否
の
意
見
は
承

知
し
て
い
る
。
現
在
、
保
護
者
か
ら
の

声
、
企
業
か
ら
の
申
し
出
は
な
い
。

②
慎
重
な
判
断
を
要
す
る
と
考
え
る
。

①
議
会
へ
の
基
本
計
画
進
捗
状
況
の
報

告
は
。

②
（イ）
地
域
委
員
会
の
見
直
し
と
5
％
シ

ー
リ
ン
グ
の
意
図
は
。

（ロ）
地
域
委
員
会
と
総
合
支
所
は
。

③
市
長
と
語
る
会
の
早
期
開
催
は
。

市
長
　
①
推
進
委
員
会
の
検
証
・
評

価
・
改
善
提
案
を
踏
ま
え
、
本
年
度
中

に
議
会
に
報
告
す
る
。

③
コ
ロ
ナ
感
染
に
配
慮
し
つ
つ
、
2
月

上
旬
ご
ろ
開
催
す
る
予
定
。

北
杜
未
来
部
長
　
②
（ロ）
地
域
委
員
会
は

行
政
区
長
会
へ
統
合
。
総
合
支
所
は
窓

口
業
務
を
行
う
行
政
セ
ン
タ
ー
に
。

企
画
部
長
　
（イ）
設
置
目
的
を
お
お
む
ね

果
た
し
た
。
「
そ
の
他
行
政
経
費
」
は
、

本
年
度
予
算
の
95
％
以
内
が
、
令
和
5

年
度
当
初
予
算
の
編
成
方
針
。

市長の政治姿勢
（国の政策への見解）は

国の動向を注視する

ほ
く
と
ト
ク
ト
ク
商
品
券
を
販
売

効
果・効
率
的
な

行
政
運
営
を
実
現
す
る

物
価
暴
騰
か
ら

市
民
を
守
る
施
策
は

ゲ
ノ
ム
編
集

ト
マ
ト
苗
の
配
布
は

総
合
計
画
の
課
題
は

慎
重
に
判
断
す
る
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日
本
共
産
党

福祉灯油の支給は

日本共産党
むら きよしし

志村　　清

①
適
正
規
模
は
国
の
基
準
か
。

②
説
明
会
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は
。

③
8
町
の
中
学
校
を
残
す
考
え
は
。

教
育
長
　
①
課
題
解
決
に
望
ま
し
い

規
模
。具
体
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

②
再
編
整
備
検
討
委
員
会
で
の
進
捗

状
況
に
よ
り
実
施
予
定
。

③
課
題
解
決
の
た
め
に
は
現
状
は
適

正
規
模
で
な
い
と
考
え
る
。

①
黒
字
の
武
川
町
値
上
げ
の
見
解
は
。

②
地
域
委
員
会
で
の
検
討
が
必
要
と

考
え
る
が
。

③
市
民
説
明
会
開
催
は
。

上
下
水
道
局
長
　
①
料
金
体
系
統
一

を
前
提
に
審
議
会
で
審
議
し
て
い
る
。

②
地
域
委
員
会
の
諮
問
は
予
定
な
し
。

③
審
議
会
議
論
と
並
行
し
開
催
時
期

な
ど
検
討
す
る
。

し みず すすむ



①
令
和
5
年
度
の
予
算
編
成
方
針
は
。

②
令
和
5
年
度
の
主
要
事
業
は
。

③
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
と
の
整
合
性

は
。

④
地
域
課
題
早
期
対
応
事
業
費
の
増
額
は
。

⑤
防
犯
灯
の
L
E
D
化
へ
の
対
応
は
。

⑥
ス
パ
ティ
オ
小
淵
沢
の
温
泉
掘
削
は
。

⑦
全
国
知
事
会
開
催
へ
の
対
応
は
。

市
長
　
①「
北
杜
新
時
代
・
幸
せ
実
感
・チ

ャ
レ
ン
ジ
北
杜
」を
市
政
推
進
の
基
本
に
、

「
第
3
次
北
杜
市
総
合
計
画
」を
成
長
戦

略
と
し
て
、子
育
て
支
援
、移
住
定
住
、産

業
創
出
な
ど
、若
い
力
を
呼
び
込
み
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
施
策
を
強

力
に
展
開
す
る
た
め
、必
要
な
予
算
を
適

切
に
盛
り
込
む
。同
時
に「
新
・
行
政
改
革

大
綱
」に
基
づ
き
、限
ら
れ
た
財
源
と
人
材

を
有
効
活
用
す
る「
選
択
と
集
中
」「
重
点

化
」を
基
本
と
し
た
新
た
な
行
政
基
盤
づ

く
り
に
も
全
力
で
取
り
組
む
方
針
。

②「
2
0
3
0
年
、地
域
の
あ
り
た
い
姿
」

の
実
現
に
向
け
、来
年
度
予
算
に
お
い
て
、

子
育
て
支
援
・
移
住
定
住
、産
業
創
出
、企

業
誘
致
、D
X
の
推
進
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
、芸
術
・
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど

を
計
画
し
て
い
る
。特
に「
こ
ど
も
ラ
ン
ド
・

こ
ど
も
パ
ー
ク
」建
設
、「
八
ヶ
岳
ス
ケ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」の
第
2
期
工
事
、「
長
坂
総
合
ス

ポ
ー
ツ
公
園
管
理
施
設
」整
備
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
。

北
杜
未
来
部
長
　
⑦
県
と
協
議
し
な
が
ら

具
体
的
に
検
討
し
実
施
す
る
。

企
画
部
長
　
③
個
別
施
設
計
画
は
、来
年

度
中
の
策
定
予
定
。「
令
和
33
年
度
ま
で
に
、

公
共
施
設
保
有
量
を
40
％
程
度
縮
減
す

る
」の
目
標
に
向
け
、関
係
部
署
が
協
議
連

携
し
予
算
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

④
比
較
的
小
規
模
な
案
件
が
多
く
、ス
ピ

ー
ディ
ー
に
対
応
で
き
る
こ
と
か
ら
、地
域

か
ら
は
大
変
好
評
な
事
業
。来
年
度
も
今

年
度
と
同
程
度
の
事
業
費
を
予
定
し
て
い

る
が
、道
路
関
係
予
算
全
体
で
は
、市
道
新

設
改
良
費
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、市
道

維
持
管
理
費
も
増
額
す
る
予
定
。

⑤
各
地
区
の
要
望
を
支
援
し
て
い
く
。

産
業
観
光
部
長
　
⑥
来
年
度
か
ら
計
画

的
に
進
め
て
い
く
予
定
。

①
施
設
整
備
段
階
か
ら
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る
考
え
は
。

②
教
育
委
員
会
か
ら
観
光
課
な
ど
へ
の
所

管
の
変
更
は
。

③
指
定
管
理
者
の
公
募
に
周
辺
施
設
と
の

連
携
を
加
え
て
は
。

教
育
長
　
①
本
年
度
と
来
年
度
は
、冬
季

営
業
と
な
る
た
め
、市
の
直
営
。リ
ン
ク
内

側
の
改
修
が
完
了
す
る
令
和
6
年
度
以
降

は
、指
定
管
理
制
度
を
導
入
し
て
通
年
営

業
を
目
指
す
。来
年
度
に
は
指
定
管
理
者

募
集
を
行
う
予
定
。

北
杜
未
来
部
長
　
②
市
営
化
に
よ
り
、小

淵
沢
地
域
の
観
光
振
興
に
も
幅
広
く
活
用

を
図
る
が
、長
い
歴
史
の
中
で
培
っ
て
き
た

ス
ケ
ー
ト
文
化
を
守
り
継
承
す
る
と
い
う
、

施
設
本
来
の
目
的
や
、ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な

ど
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
に
は
、

引
き
続
き
教
育
委
員
会
で
所
管
す
る
こ
と

が
適
当
と
考
え
る
。

教
育
部
長
　
③
募
集
要
項
に
民
間
施
設

と
の
連
携
を
反
映
し
て
い
く
。

①
北
杜
市
の
現
状
は
。

②
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
へ
の
補
助
金
は
。

③
今
後
の
取
り
組
み
方
針
は
。

産
業
観
光
部
長
　
①「
A
I　

人
工
知

能
」や「
I
o
T　

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
」な
ど
の
先
進
技
術
を
活
用
し
た
、生
産

現
場
の
課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
に
、県
の
補
助
事
業

を
活
用
し
て
、5
経
営
体
の
農
業
者
が
、ス

マ
ー
ト
農
業
に
資
す
る
機
械
を
導
入
し
た

ほ
か
、昨
年
度
か
ら
、関
係
機
関
と
連
携
し

て
、「
ス
マ
ー
ト
農
業
実
演
会
」を
計
6
回

開
催
し
、最
新
の
農
業
機
械
に
触
れ
る
機

会
を
設
け
て
い
る
。

②
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
や
自
動
運
転
田
植
え

機
な
ど
の
機
械
類
は
導
入
コ
ス
ト
が
高
い

八
ヶ
岳
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
重
要
な
施
設

み
ら
い
創
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八ヶ岳スケートセンター

令和5年度の予算編成方針は

持続可能な
まちづくりを推進

みらい創生
だ ひとまさかん

神田　正人

農
業
者
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
必
要

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
は
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こ
と
か
ら
、県
な
ど
に
よ
る
補
助
金
が
創

設
さ
れ
て
い
る
。補
助
率
は
2
分
の
1
以

内
。

③
担
い
手
の
減
少
や
労
働
力
不
足
な
ど
の

課
題
解
決
を
図
る
た
め
、省
力
化
や
負
担

軽
減
に
取
り
組
む
農
業
者
に
対
し
、支
援

を
継
続
し
、農
業
経
営
の
安
定
化
と
担
い

手
育
成
に
取
り
組
む
。

①
北
杜
市
の
B
C
P
の
現
状
は
。

②
今
後
の
対
応
は
。

総
務
部
長
　
①「
北
杜
市
業
務
継
続
計

画
」を
策
定
し
、災
害
発
生
時
に
お
け
る
市

の
体
制
、職
員
の
役
割
、災
害
対
応
に
必
要

か
つ
優
先
し
て
行
う
業
務
な
ど
を
詳
細
に

定
め
、有
事
の
際
に
適
切
に
対
応
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
る
。

②
現
在
、防
災
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
の

協
力
を
得
な
が
ら「
北
杜
市
地
域
防
災
計

画
」の
改
定
作
業
を
行
っ
て
い
る
。業
務
継

続
計
画
は
地
域
防
災
計
画
と
一
体
的
な
も

の
で
あ
り
、地
域
防
災
計
画
の
改
定
に
合

わ
せ
て
見
直
す
。市
職
員
の
防
災
訓
練
で

は
、職
員
の
参
集
訓
練
や
非
常
時
優
先
業

務
訓
練
が
、よ
り
充
実
し
た
内
容
と
な
る

よ
う
に
努
め
る
。

①
資
源
ご
み
回
収
の
現
状
は
。

②
資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
考

え
は
。

市
民
環
境
部
長
　
①
資
源
物
の
種
類
を

問
わ
ず
、月
1
回
か
ら
2
回
程
度
の
回
収

や
、種
類
ご
と
に
曜
日
を
変
え
て
回
収
す

る
な
ど
、地
域
の
実
情
に
応
じ
た
対
応
を

行
っ
て
い
る
。

②
資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、曜
日
に
関
わ

ら
ず
自
由
に
持
ち
込
み
が
で
き
、排
出
機

会
を
増
加
す
る
こ
と
で
利
便
性
の
向
上
が

見
込
ま
れ
る
。反
面
、セ
キ
ュ
リ
ティ
ー
対
策

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。先
進
事
例
を
含
め

研
究
す
る
。

防
災
体
制
の
強
化・充
実

課
題
を
研
究
す
る

業
務
継
続
計
画（
B
C
P
）は

資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
は

会派「みらい創生」の
会派代表者が変わり
ました

福井 俊克（旧）

（新）大芝 正和

　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
市
営
バ
ス
を
、地
域

の
交
通
手
段
と
し
て
運
営
し
て
い
る
が
、

ニ
ー
ズ
に
十
分
対
応
で
き
な
い
状
況
。高

齢
者
や
障
が
い
を
持
つ
人
の
安
全
な
移

動
手
段
確
保
が
重
要
。今
後
の
方
向
性

は
。

①
市
民
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
状
況
は
。

②
市
民
ボ
ラ
ン
ティ
ア
利
用
実
績
は
。

③
高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス「
で
か

け
ー
る
」終
了
の
理
由
は
。

④
要
介
助
高
齢
者
の
外
出
支
援
は
。

市
長
　
④
福
祉
タ
ク
シ
ー
や
デ
マン
ド
バ

ス
を
利
用
で
き
る
案
内
を
行
い
、身
近
な

支
援
者
も
育
成
し
て
い
く
。

福
祉
保
健
部
長
　
①
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
の
活
動
は
、高

根
・
大
泉
地
区
を
対
象
と
し
た
1
団
体
。

②
昨
年
度
実
績
で
登
録
者
数
34
人
中
、

年
12
回
以
上
の
利
用
者
は
6
人
、年
12

回
未
満
の
利
用
者
は
20
人
、利
用
し
て

い
な
い
登
録
者
は
8
人
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
と
し
て

持
続
可
能
な

仕
組
み
に
な
り

得
な
い
こ
と
が

実
績
に
よ
り
証

明
さ
れ
た
た
め
。

　
定
住
促
進
や
地
域
活
性
化
を
図
る

制
度
だ
が
、貸
し
手
が
少
な
い
。補
助
金

1
5
0
万
円
に
拡
充
し
た
。現
在
の
状

況
を
伺
う
。

①
現
在
の
利
用
登
録
者
数
は
。

②
登
録
数
推
移
と
マ
ッ
チ
ン
グ
実
績
は
。

③
補
助
金
実
績
推
移
と
現
在
の
実
績
は
。

④
登
録
者
数
増
加
へ
の
推
進
方
法
は
。

企
画
部
長
　
①
本
年
度
か
ら
空
き
家
バ

ン
ク
情
報
を
移
住
定
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
に
移
行
。新
規
登
録
世
帯
数
は

1
9
6
世
帯
、人
数
は
4
5
9
人
、昨

年
度
中
新
規
登
録
数
よ
り
上
回
る
。

②
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
件
数
は
10
月
末

で
20
件
。昨
年
度
件
数
を
上
回
る
状
況
。

マ
ッ
チ
ン
グ
件
数
も
増
加
す
る
見
込
み
。

③
7
年
間
で
96
件
補
助
。補
助
額
最
大

1
5
0
万
円
。本
年
度
9
件
交
付
決
定
。

④
空
き
家
所
有
者
に
意
向
調
査
を
実

施
。流
動
化
対
策
に
も
取
り
組
む
。

ほ さか こえた

高齢者の足の確保は重要です
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会議録検索システム・議会中継録画配信
をご活用ください。 北杜市議会

※12月定例会の
会議録掲載は
2月下旬を予定
しています。

議 会 のうごき

1月

11月

12月

13日
15日
16日
20日
21日
22日
23日

8日
11日
16日
19日

総務常任委員会、広報編集委員会
経済環境常任委員会
全員協議会
定例会本会議（代表質問）
定例会本会議（代表質問・一般質問）
定例会本会議（議案審議、閉会）
山梨県市町村総合事務組合議会臨時会

消防団出初式、成人式
広報編集委員会
広報編集委員会
広報編集委員会

1日

2日
8日
9日
15日
17日
29日

5日
6日
7日

正副議長、正副議会運営委員長会議
市制施行18周年記念式典
山梨県市議会議長会定期総会
山梨西部広域環境組合議会行政視察
議会運営委員会
全国過疎地域連盟定期総会
全員協議会
議会運営委員会、全員協議会

定例会本会議（開会）
峡北広域行政事務組合議会全員協議会・臨時会
議会運営委員会

　

市
の
基
幹
産
業
は
農
業
。大
規
模
な

農
道
や
農
業
用
水
路
改
修
の
地
元
分
担

金
の
捻
出
は
困
難
な
状
況
だ
。

①
地
元
分
担
金
免
除
・
軽
減
の
検
討
は
。

②
地
域
組
織
に
事
務
的
な
支
援
体
制
は
。

③
市
土
地
改
良
事
業
補
助
金
の
増
額
は
。

産
業
観
光
部
長
　
①
国
土
保
全
、暮
ら

し
の
安
全
を
一
層
強
化
。公
共
性
や
事

業
の
目
的
・
性
質
勘
案
し
対
応
し
た
い
。

②
受
益
者
設
立
の
整
備
委
員
会
な
ど
に

地
元
と
の
調
整
を
依
頼
。市
は
補
助
役

と
し
て
今
後
も
支
援
し
て
い
く
。

③
地
域
要
望
が
多
い
事
業
。今
後
、実
情

に
即
し
た
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　

市
の
空
き
家
率
は
43
％
と
高
く
、管

理
に
つ
い
て
近
隣
者
は
大
変
困
惑
し
て

い
る
。安
全
確
保
や
景
観
か
ら
市
の
主

体
的
な
対
応
へ
の
市
民
要
望
が
多
い
。

①
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
時
の
対
応
は
。

②
空
家
等
対
策
特
別
措
置
法
で
、措
置

の
対
象
と
な
る
空
き
家
の
定
義
は
。

③
特
定
空
き
家
な
ど
の
認
定
ス
ケ
ジ
ュー

ル
と
対
策
は
。

市
長
　
①
所
有
者
を
調
査
・
特
定
。利

活
用
な
ど
に
係
る
意
向
を
確
認
す
る
。

②
お
お
む
ね
一
年
間
以
上
、居
住
そ
の

他
の
使
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
態
。

③
空
き
家
等
対
策
審
議
会
で
認
定
。所

有
者
に
よ
る
除
却
を
促
し
、所
有
者
が

い
な
い
場
合
は
略
式
代
執
行
も
検
討
。

　

新
北
杜
消
防
署
高
根
分
署
の
建
設
に

合
わ
せ
、国
道
1
4
1
号
か
ら
新
高
根

分
署
ま
で
、地
域
住
民
の
安
全
確
保
の

た
め
に
も
市
道
拡
幅
を
検
討
す
べ
き
だ
。

市
長
　
し
っ
か
り
と
協
議
を
重
ね
る
。

建
設
部
長

　
現
在
の
道
路
状
況
を
把
握
し
、関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、情
報
共
有
し
検

討
し
て
い
き
た
い
。

おお しば かずまさ

整備が必要な
農業用水路



①
（イ）
白
州
保
育
園
、
西
部
こ
ど
も
園
整

備
の
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

（ロ）
補
正
予
算
の
事
業
内
容
は
。

（ハ）
今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

②
（イ）
こ
ど
も
ラ
ン
ド
・
こ
ど
も
パ
ー
ク

整
備
の
設
計
業
務
委
託
の
詳
細
は
。

（ロ）
9
月
定
例
会
で
追
加
補
正
し
た
土
地

購
入
費
1
、
5
8
8
万
円
は
、
今
回
の

事
業
計
画
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

（ハ）
芝
生
広
場
の
位
置
づ
け
は
。

（ニ）
整
備
後
の
管
理
運
営
は
。

（ホ）
維
持
管
理
費
、
運
営
費
に
か
か
る
収

支
見
込
み
と
財
源
は
。

（へ）
事
業
内
容
（
約
5
億
円
）
の
市
民
へ

の
説
明
責
任
は
。

市
長　

①
（イ）
令
和
4
年
8
月
に
保
護
者

会
役
員
、10
月
に
は
3
回
の
保
護
者
説
明

会
を
開
催
し
、
大
規
模
改
修
方
針
や
整

備
概
要
を
示
し
た
。
11
月
21
日
に
も
説

明
会
を
開
催
し
、
今
後
の
予
定
な
ど
を

説
明
し
た
。
お
お
む
ね
ご
理
解
い
た
だ

け
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
保
育
士
や

調
理
員
か
ら
の
意
見
聴
取
も
実
施
し
た
。

子
ど
も
政
策
部
長　

①
（ロ）
仮
設
園
舎
建

築
確
認
な
ど
の
手
数
料
2
0
0
万
円
、

仮
設
園
舎
建
設
、
園
舎
大
規
模
改
修
、

屋
内
プ
ー
ル
な
ど
の
設
計
業
務
に
3
、

0
0
0
万
円
を
計
上
し
た
。

（ハ）
令
和
5
年
2
月
に
設
計
業
務
を
発
注
。

夏
ご
ろ
に
仮
設
園
舎
建
設
に
着
手
。
冬

に
園
舎
改
修
に
着
手
予
定
。
改
修
後
の

保
育
開
始
は
令
和
7
年
秋
を
目
指
す
。

②
（イ）
こ
ど
も
ラ
ン
ド
の
建
築
設
計
業
務
、

地
質
調
査
業
務
、
こ
ど
も
パ
ー
ク
の
測

量
業
務
、
設
計
業
務
。
契
約
金
額
は

2
、
9
5
9
万
円
。

（ロ）
隣
接
地
4
筆
の
内
、
協
議
が
整
っ
た

1
筆
の
み
を
事
業
計
画
地
に
含
め
た
。

（ハ）
多
様
な
利
用
を
想
定
し
て
い
る
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
利
用
団
体
と
も
協
議

し
、
遊
具
の
配
置
な
ど
を
調
整
す
る
。

（ニ）
民
間
活
用
に
よ
る
委
託
や
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
を
検
討
す
る
。

（ホ）
こ
ど
も
ラ
ン
ド
は
コ
ス
ト
縮
減
を
念

頭
に
施
設
設
計
し
、
国
や
県
の
補
助
金

を
活
用
す
る
。
こ
ど
も
パ
ー
ク
は
遊
具

の
点
検
や
公

園
内
の
環
境

整
備
な
ど
を

想
定
。
導
入

す
る
遊
具
な

ど
が
確
定
し

次
第
算
出
。

（へ）
市
広
報
紙

な
ど
を
活
用

し
周
知
。

①
市
上
下
水
道
事
業
審
議
会
の
中
間
報

告
は
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
は
。

②
直
面
す
る
整
備
は
、
水
道
料
金
改
定

の
審
議
の
中
で
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

③
（イ）
水
道
管
劣
化
診
断
、
上
下
水
道
経

営
基
本
計
画
の
業
務
委
託
の
詳
細
は
。

（ロ）
委
託
事
業
と
料
金
改
定
の
連
動
は
。

④
日
最
大
受
水
量
に
つ
い
て
、
峡
北
地

域
広
域
水
道
企
業
団
と
の
協
議
予
定
は
。

市
長　

①
本
年
度
内
に
中
間
報
告
す
る

予
定
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
考
慮
し
、

来
年
度
中
の
答
申
と
変
更
。
料
金
改
定

時
期
は
慎
重
に
判
断
す
る
。

上
下
水
道
局
長　

②
施
設
整
備
を
考
慮

し
た
審
議
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

③
（イ）
水
道
管
の
劣
化
要
因
と
な
る
各
種

デ
ー
タ
を
用
い
、
優
先
的
に
更
新
・
修

繕
す
べ
き
箇
所
を
抽
出
し
、
漏
水
防
止

と
維
持
管
理
の
効
率
化
を
図
る
。

　
上
下
水
道
経
営
基
本
計
画
は
、1
0
0

年
先
の
水
道
の
将
来
像
を
踏
ま
え
た

「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
事
業
計
画
」

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
経
営
戦
略
。

（ロ）
今
回
の
料
金
・
使
用
料
改
定
と
直
接

連
動
す
る
も
の
で
は
な
い
。

④
料
金
改
定
前
の
協
議
は
重
要
。
企
業

団
お
よ
び
構
成
市
担
当
者
に
よ
る
協
議

を
行
い
た
い
。

①
国
認
定
の
太
陽
光
発
電
設
備
件
数
は
。

②
説
明
会
の
条
文
化
、
実
効
性
あ
る
説

明
実
施
報
告
書
、
敷
地
境
界
か
ら
の
離

隔
距
離
5
m
の
確
保
、
構
造
計
算
書
提

出
義
務
化
、
許
可
有
効
期
限
、
許
可
標

識
へ
の
許
可
年
月
日
記
載
の
必
要
性
は
。

③
条
例
見
直
し
へ
の
市
長
の
見
解
は
。

建
設
部
長　

①
認
定
数
2
、
9
7
1
件
、

導
入
数
2
、
2
2
4
件
、
未
稼
働

7
4
7
件
。

②
③
社
会
環
境
や
関
係
法
令
の
動
向
な

ど
に
注
視
し
な
が
ら
、
必
要
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
適
切
に
対
応
す
る
。
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と
も
に
あ
ゆ
む
会

こどもランド計画は慎重に

市民の理解を得て進める

ともにあゆむ会
ぶんこうさい とう

齊藤　功文

水
道
料
金
改
定
に
は
説
明
責
任
を

太
陽
光
発
電
設
置
条
例
の
改
正
を

コ
ロ
ナ
禍
影
響
か
ら
一
年
見
送
り

必
要
に
応
じ
て
適
切
に
対
応
す
る

こどもランド建設予定地「たかねふれあい公園」



　
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
発
揮
す

る
た
め
の
必
須
手
法
。小
さ
な
規
模
の
事

業
で
も
実
施
す
る
こ
と
で
よ
り
精
度
の
高

い
事
業
と
な
る
。

①
新
・
行
政
改
革
大
綱
の
実
施
計
画
は
。

②
P
D
C
A
実
施
状
況
の
報
告
お
よ
び
公

表
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
。

③
P
D
C
A
や
事
業
構
築
に
関
わ
る
職
員

の
研
修
は
。

④
目
標
設
定
と
検
証
が
実
施
さ
れ
て
い
な

い
事
業
は
。

市
長　

①
実
施
計
画
は
、大
綱
で
定
め
る

10
の
重
点
推
進
項
目
に
沿
っ
た
、具
体
的

な
活
動
目
標
の
設
定
を
行
う
も
の
で
あ
り
、

本
年
度
中
の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。

②
毎
年
度
、市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
に

お
い
て
評
価
検
証
を
行
っ
て
い
る
。検
証
お

よ
び
改
善
の
内
容
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
お
い
て
2
0
2
3
年
末
公
表
予
定
。

③
上
司
や
先
輩
が
指
導
者
と
な
り
、実
務

を
通
じ
て
必
要
な
ス
キ
ル
や
知
識
を
指
導

す
る「
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
O
J
T
教
育
）」を
基
本
と
し
て
い
る
。今

年
度
、市
町
村
職
員
研
修
所
の
研
修
を
27

人
が
受
講
し
、本
年
度
末
ま
で
に
10
人
が

受
講
の
予
定
。

④
市
行
政
評
価
の
実
施
に
関
す
る
要
綱
に

基
づ
き
、目
標
設
定
や
評
価
が
な
じ
ま
な

い
も
の
を
除
く
す
べ
て
の
事
業
を
対
象
に
、

毎
年
度
、点
検
・
評
価
、進
捗
管
理
し
て
い

る
。

①
本
年
度
子
ど
も
の
増
減
見
込
み
は
。

②
子
育
て
世
代
の
転
入
と
転
出
は
。

③
来
年
度
の
新
規
事
業
は
。

④
学
校
・
保
育
園
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

な
ど
の
通
信
環
境
整
備
は
。

⑤
保
育
士
不
足
の
課
題
は
。

⑥
市
立
保
育
園
の
民
営
化
の
検
討
は
。

⑦
高
根
町
全
体
と
し
て
の
考
え
は
。

⑧
保
育
に
か
か
る
市
の
方
向
性
検
討
は
。

⑨
保
育
園
の
安
全
対
策
、事
故
防
止
は
。

こ
ど
も
政
策
部
長　

①
14
歳
ま
で
の
年
少

人
口
の
本
年
度
末
の
見
込
み
は
、令
和
4

年
4
月
1
日
と
比
較
し
、1
0
0
人
程
度

の
微
減
。

②
本
年
11
月
末
現
在
、転
入
97
世
帯

1
2
9
人
、転
出
68
世
帯
89
人
。

③「
こ
ど
も
ラ
ン
ド
」「
こ
ど
も
パ
ー
ク
」を

整
備
す
る
。令
和
6
年
秋
の
完
成
を
目
標

に
事
業
進
め
る
。

④
令
和
5
年
12
月
稼
働
を
目
標
に
、全
18

校
の
無
線
L
A
N
の
補
完
工
事
を
行
う
。

保
育
園
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

I
C
T
化
を
見
据
え
検
討
す
る
。

⑤
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、い
ち
早
く
保

育
士
の
処
遇
改
善
に
取
り
組
み
、保
育
科

の
あ
る
大
学
へ
の
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

子
育
て
世
帯
は
転
入
超
過

「
子
育
て
す
る
な
ら
北
杜
」は
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市施策のPDCAについて

毎年度、評価検証し
改善する

星見里の声
みず たかしこし

輿水　　崇

ほ く と

星
見
里
の
声

ほ

く

と

小さな検証が大きな効果を生む

①
地
域
特
性
を
生
か
し
た
提
案
か
。

②
共
同
提
案
者
、協
力
団
体
は
。

③
F
I
T
終
了
後
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
リ
ユ
ー
ス・
リ
サ
イ
ク
ル
の
予
定
は
。

市
長　

①
長
坂
エ
リ
ア
を
中
心
に
本

市
の
可
能
性
を
最
大
限
に
活
用
し
た

提
案
内
容
と
な
る
よ
う
検
討
。

②
民
間
事
業
者
2
社
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締

結
し
準
備
中
。

市
民
環
境
部
長　

③
F
I
T
終
了

後
の
野
立
て
の
太
陽
光
発
電
施
設
の

在
り
方
が
地
域
の
課
題
と
な
り
つ
つ

あ
る
。放
置
を
防
ぐ
研
究
を
進
め
る
。

　
市
文
化
財
登
録
の
可
能
性
は
。

教
育
長　

歴
史
的
価
値
な
ど
を
調

査
し
、文
化
財
保
護
審
議
会
に
諮
問
、

教
育
委
員
会
が
判
断
。

こ ばやし つとむ



な
ど
で
、保
育
士
確
保
に
努
め
て
き
た
。

I
C
T
導
入
な
ど
、働
き
や
す
い
環
境
を

整
備
し
て
い
く
。

⑥
今
後
、統
合
・
再
編
す
る
上
で
、有
効
な

手
段
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

⑦
民
間
活
力
の
活
用
含
め
検
討
す
る
。

⑧
労
働
環
境
の
改
善
、保
護
者
の
利
便
性

向
上
の
た
め
、I
C
T
導
入
、民
営
化
の
検

討
な
ど
、サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

⑨
全
国
で
の
事
故
発
生
を
踏
ま
え
、安
全

対
応
の
徹
底
を
指
示
し
た
。

①
本
年
度
生
産
さ
れ
た
ロ
ー
ル
数
は
。

②
梨
北
農
業
協
同
組
合
を
通
じ
て
の
需
要

見
込
み
は
。

③
環
境
面
、経
営
面
で
の
成
果
は
。

④
取
り
組
ん
だ
農
家
の
声
は
。

⑤
稲
わ
ら
の
す
き
込
み
が
減
る
分
、化
学

肥
料
の
使
用
量
が
増
え
る
な
ど
の
悪
影
響

は
。

⑥
今
後
の
取
り
組
み
は
。

産
業
観
光
部
長
　
①
②
約
2
万
4
千
ロ
ー

ル
が
生
産
さ
れ
た
。畜
産
農
家
か
ら
は
、3

万
3
千
ロ
ー
ル
程
度
の
供
給
を
望
ま
れ
て

い
る
が
、梨
北
農
業
協
同
組
合
を
通
じ
て
の

需
要
は
、2
万
ロ
ー
ル
の
販
売
を
見
込
ん
で

い
る
。

③
環
境
面
で
は
、稲
わ
ら
を
田
に
す
き
込

ま
な
い
こ
と
に
よ
り
、温
室
効
果
ガ
ス
で
あ

る
メ
タ
ン
の
発
生
を
抑
制
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。経
営
面
で
は
、稲
わ
ら
の
分
解

を
促
進
す
る
た
め
に
散
布
し
て
い
た
、石
灰

窒
素
な
ど
の
購
入
が
不
要
に
な
る
こ
と
や
、

稲
わ
ら
販
売
が
収
入
の
一
部
に
な
る
。

④
副
収
入
が
得
ら
れ
る
と
、好
評
。

⑤
市
と
し
て
は
現
在
、循
環
型
農
業
を
推

進
し
、家
畜
に
稲
わ
ら
を
餌
と
し
て
与
え
、

排
泄
さ
れ
る
糞
尿
の
堆
肥
化
を
行
い
、水

田
に
還
元
す
る
こ
と
で
、土
中
の
栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
可
能
と
考
え
、「
稲
わ

ら
ロ
ー
ル
」の
生
産
農
家
に
は
、地
力
保
持

の
た
め
堆
肥
の
利
用
を
促
し
て
い
る
。

⑥
畜
産
農
家
の
飼
料
需
要
の
ほ
か
、果
樹
・

野
菜
農
家
な
ど
か
ら
資
材
と
し
て
の
ニ
ー

ズ
も
見
込
ま
れ
て
お
り
、需
給
バ
ラ
ン
ス
に

応
じ「
稲
わ
ら
ロ
ー
ル
」の
生
産
を
拡
大
す

る
と
と
も
に
、

水
稲
栽
培
農
家

の
協
力
も
得
て
、

国
が
2
0
5
0

年
ま
で
に
目
指

す
「
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」に
基
づ

く
取
り
組
み
の

一
部
と
し
て
、推

進
を
図
っ
て
い

く
。

循
環
型
農
業
の
実
践

「
稲
わ
ら
ロ
ー
ル
」の

取
り
組
み
は
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相互利益をもたらす循環型施策の拡大

星
見
里
の
声

ほ

く

と

　
住
民
説
明
会
で
説
明
を
す
る
事
業

者
側
が
説
明
会
参
加
者
に
対
し
て
恫

喝
や
暴
行
を
し
て
い
る
。未
然
に
防
ぐ

抑
止
力
と
な
る
ル
ー
ル
が
必
要
で
は
。

建
設
部
長
　
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
に
係
る
許
可
の
手
続
き
な
ど
で
、

市
の
考
え
を
示
す
こ
と
を
検
討
す
る
。

　
風
疹
に
対
す
る
免
疫
を
持
た
な
い

女
性
が
妊
娠
中
に
感
染
す
る
と
、生

ま
れ
て
く
る
胎
児
に
も
感
染
し
、障

が
い
を
も
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
可
能

性
が
あ
る
。補
助
を
し
、安
心
し
て
出

産
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
保
健
部
長
　
す
で
に
補
助
を
し

て
い
る
他
市
の
実
施
状
況
を
確
認
し
、

補
助
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

①
3
月
議
会
に
て「
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸

す
る
こ
と
な
く
進
め
て
い
く
」と
答
弁

の
あ
っ
た
寄
附
金
税
額
控
除
の
導
入
、

進
捗
状
況
は
。

②
こ
の
た
び
提
案
し
た
5
つ
の
制
度

設
計
、市
の
考
え
は
。

総
務
部
長
　
①
他
市
の
動
向
を
注
視

し
、視
察
・
情
報
収
集
を
行
う
。

②
有
効
な
考
え
だ
が
、検
証
を
要
す

る
。現
時
点
で
の
導
入
判
断
は
で
き

な
い
。

①
緊
急
一
時
避
難
受
け
入
れ
要
望
は
。

②
防
災
道
の
駅
整
備
、市
の
見
解
は
。

市
長
　
①
一
部
施
設
か
ら
要
望
あ
り
。

②
沿
線
利
用
者
や
地
域
住
民
の
一
時

避
難
所
と
し
て
活
用
は
有
効
、施
設

管
理
者
と
協
議
す
る
。

たか み ざわ みつのぶ

なか やま およし



①
行
政
区
の
現
状
と
役
割
の
整
理
は
。

②
行
政
区
へ
の
支
援
は
。

③
市
道
や
側
溝
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、市

と
行
政
区
の
役
割
分
担
は
。

総
務
部
長
　
①
地
域
コ
ミ
ュニ
ティ
の
中
核

だ
が
、加
入
率
の
低
下
が
課
題
。

②
事
務
取
扱
交
付
金
の
交
付
、地
域
課
題

早
期
対
応
事
業
の
実
施
、公
民
館
活
動
へ

の
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

建
設
部
長
　
③
市
道
は
基
本
的
に
市
が
維

持
管
理
す
る
。支
所
ご
と
に
維
持
管
理
費

を
割
り
当
て
て
い
る
の
で
、軽
微
な
補
修
は

支
所
で
対
応
し
、緊
急
時
は
本
庁
と
連
携

し
て
い
る
。

①
実
績
と
取
得
率
は
。

②
国
の
目
標
は「
2
0
2
5
年
度
ま
で
に

取
得
率
30
％
」だ
が
、市
は
。

③
取
得
促
進
策
は
。

総
務
部
長
　
①
令
和
3
年
度
は
1
人
、

7
・
1
％
。2
年
度
の
実
績
は
な
し
。

②
取
得
率
30
％
が
目
標
。

③
管
理
職
の
意
識
改
革
で
、取
得
し
や
す

い
環
境
を
整
え
る
。「
産
後
パ
パ
育
休
」や

分
割
取
得
な
ど
を
周
知
す
る
。

①
北
杜
市
の
目
指
す
も
の
は
。

②
事
業
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

③
学
校
給
食
へ
有
機
農
産
物
を
導
入
す
る

た
め
の
予
算
や
調
理
員
の
配
置
は
。

市
長
　
①
県
内
で
唯
一「
有
機
農
業
産
地

づ
く
り
推
進
緊
急
対
策
事
業
」の
採
択
を

受
け
た
。新
規
就
農
者
の
確
保
、移
住
定
住

促
進
な
ど
に
つ
な
げ
た
い
。

②
生
産
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、学
校

給
食
へ
の
有
機
栽
培
米
の
提
供
、子
ど
も

向
け
冊
子
の
作
成
な
ど
。

教
育
長
　
③
費
用
対
効
果
、各
家
庭
か
ら

の
給
食
費
の
適
正
水
準
の
負
担
な
ど
財
源

確
保
も
含
め
た
検
討
が
必
要
。

①
入
学
時
の
負
担
額
は
。

②
算
数
セ
ッ
ト
を
学
校
に
常
備
し
て
は
。

③
中
学
校
の
制
服
の
見
直
し
は
。

教
育
長
　
①
小
学
校
指
定
の
入
学
準
備

品（
道
具
箱
、体
育
着
な
ど
）と
し
て
、2

万
3
千
円
程
度
、ラ
ン
ド
セ
ル
、上
履
き
、

防
災
頭
巾
な
ど
は
各
自
で
用
意
。中
学
校

指
定
品（
制
服
、通
学
か
ば
ん
、体
育
着
な

ど
）は
男
子
が
7
万
8
千
円
、女
子
が
9

万
5
千
円
程
度
。

②
原
則
と
し
て
各
家
庭
で
用
意
。

③
市
校
長
会
な
ど
を
活
用
し
た
話
し
合
い

の
場
を
考
え
る
。

男
性
市
職
員
の
育
児
休
業
は

「
有
機
農
業
の
ま
ち 

北
杜
」を
推
進

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す
る

工
夫
の
余
地
は
あ
る

会
派
し
ん
せ
い
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行政区は

協働関係の構築に努める

会派しんせい
なか こま りの

野中真理子

教
育
費
の
保
護
者
負
担
は

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

事
業
と
学
校
給
食
は

入学準備品の再検討を！

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報
冊
子

で
、令
和
5
年
4
月
に
配
付
予
定
。

①
利
用
状
況
の
把
握
は
。

②
見
直
し
の
考
え
方
、行
政
区
加
入

の
内
容
記
載
は
。

市
長
　
①
行
政
機
関
設
置
と
市
内
全

戸
配
布
。転
入
者
に
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
情
報
が
分
か
り
や
す
い
と
好
評
。

②
新
た
な
暮
ら
し
の
便
利
帳
作
成
を

進
め
て
い
る
。さ
ら
に
詳
し
く
記
載

す
る
こ
と
を
検
討
中
。

①
市
庁
舎
駐
車
場
、現
状
認
識
は
。

②
水
は
け
を
含
む
対
応
策
は
。

企
画
部
長
　
①
②
一
部
舗
装
し
て
あ

る
が
、未
舗
装
部
分
は
、砕
石
の
敷
き

な
ら
し
お
よ
び
浸
透
桝
の
砕
石
入
れ

替
え
を
早
急
に
実
施
、駐
車
ス
ペ
ー
ス

確
保
と
適
正
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

し みず とし ゆき



にい みきよつ

新津　清美

にし えきみおか

西岡美紀惠

やま じこうした

山下　耕司

かた こきょうぎり

片桐　京子
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ハタチの若者、決意を新たに
 

個
々
の
経
済
活
動
を
行
政
が
誘

導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
に

使
い
や
す
い
、
分
り
や
す
い
、
美

し
い
ま
ち
に
な
り
ま
す
。
商
業
活

動
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
ま
と
め
て

住
民
が
利
用
し
や
す
い
配
置
に
す

る
、
美
し
い
山
容
や
風
景
を
活
か

し
て
視
覚
的
に
ま
ち
の
中
心
や
軸

を
明
確
に
す
る
、
歴
史
や
文
化
を

大
事
に
し
て
親
し
み
や
す
い
ま
ち

に
す
る
な
ど
…
。

　
私
が
一
番
具
体
的
に
思
う
の
は
、

や
ま
び
こ
ホ
ー
ル
前
の
四
角
い
駐

車
場
を
広
場
に
で
き
な
い
か
と
い

う
こ
と
。
緑
陰
や
ベ
ン
チ
が
配
置

さ
れ
、
興
行
の
余
韻
を
語
る
、
お

弁
当
を
食
べ
る
、
本
を
読
む
、
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
み
、
子
ど
も
た
ち
が

広
場
の
水
路
で
遊
ぶ
。
山
が
よ
く

見
え
る
象
徴
的
な
塔
も
あ
る
。
改

善
セ
ン
タ
ー
は
機
能
を
強
化
し
、

上
階
に
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
る
。
市

を
代
表
す
る
素
敵
な
空
間
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

 

抽
象
的
な
こ
と
ば
か
り
書
い
て

し
ま
い
ま
す
が
、
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

 

人
口
減
少
が
進
む
と
、
い
ろ
い

ろ
な
弊
害
が
起
こ
る
の
は
周
知
の

事
実
で
す
。
一
つ
一
つ
上
げ
て
い

く
の
は
数
が
多
す
ぎ
て
上
げ
き
れ

ま
せ
ん
。
私
も
何
が
優
先
問
題
か

な
ん
て
分
か
り
ま
せ
ん
し
、
ま
だ

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
分
か

り
ま
せ
ん
。
今
の
減
少
具
合
で
も

問
題
は
多
く
あ
る
で
し
ょ
う
。

 

た
だ
一
つ
言
え
る
の
は
、
人
口

が
増
加
す
る
と
良
い
こ
と
が
多
く

な
る
。
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

今
生
き
て
い
る
年
配
の
方
々
は

身
を
も
っ
て
知
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。

 

人
口
増
加
が
1
0
0
％
良
い
と

は
思
い
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち

が
こ
れ
か
ら
出
会
え
る
人
数
、
経

験
が
多
い
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い

と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
な

に
が
で
き
る
か
一
緒
に
な
っ
て
考

え
て
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
文
科
省
の
調
査
に
よ
る
と
不
登

校
の
小
中
学
生
は
激
増
、
全
国
で

2
4
万
4
9
4
0
人
、
山
梨
県
で

は
1
6
8
1
人
、
北
杜
市
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
ひ
と
り
で

悩
ま
な
い
で
！
」
と
13
年
前
、
不

登
校
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
居
場
所
「
ひ
な
た
ぼ
っ

こ
」
を
有
志
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

目
を
伏
せ
、
不
安
を
抱
え
て
い
る

子
ど
も
た
ち
に
、
「
行
け
な
い
あ

な
た
が
ダ
メ
な
の
で
は
な
い
の
よ
。

ゆ
っ
く
り
休
ん
で
い
い
の
よ
」
と

寄
り
添
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
安
心
で
き
る
居
場
所
を
！
」

と
議
会
で
も
何
度
も
取
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
信
を
取
り

戻
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の

道
を
み
つ
け
、
し
っ
か
り
歩
ん
で

い
ま
す
。

　
日
々
成
長
す
る
子
ど
も
た
ち
が
、

一
人
残
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
発

揮
で
き
る
北
杜
市
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

 

13
年
前
結
婚
を
機
に
夫
婦
で
北

杜
市
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
現
在

子
ど
も
二
人
は
長
坂
小
学
校
と
長

坂
中
学
校
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通

学
し
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス

は
朝
夕
、
各
方
面
に
運
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
長
坂
町
は
南
北
に
広
が

っ
て
い
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

は
長
い
距
離
を
走
り
ま
す
。
そ
の

分
コ
ス
ト
も
か
か
り
ま
す
。
子
ど

も
の
乗
車
時
間
も
長
く
な
り
ま
す
。

 

し
か
し
、
も
し
、
学
区
が
町
で

は
な
く
、
学
校
か
ら
の
距
離
で
決

め
ら
れ
て
い
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

私
の
子
ど
も
た
ち
は
自
然
の
移
り

変
わ
り
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
別
の

学
校
に
徒
歩
で
通
学
し
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
バ
ス

の
運
行
コ
ス
ト
も
軽
減
す
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

合
併
し
て
か
ら
20
年
ほ
ど
が
経

過
し
て
い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
町
で

は
な
く
市
を
中
心
に
考
え
た
ら
ど

う
か
と
考
え
ま
す
。

こ
ど
も
が
生
ま
れ
て

思
う
こ
と

学
区
の
再
考
を

ま
ち
の
将
来
像
を
明
確
に
し

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

笑
顔
で
過
ご
せ
る
街
に
！
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編
集
後
記

編
集
後
記

　
行
動
制
限
の
な
い
年
末
年
始
を
市
民

の
皆
さ
ま
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
か

じ
を
切
っ
た
い
ま
、
第
8
波
の
訪
れ
は

必
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
原
点
に

返
っ
た
衛
生
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
号
か
ら
新
し
い
編
集
委
員

に
よ
っ
て
議
会
だ
よ
り
を
作
成
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
基
本
は
守
り
な

が
ら
も
新
し
い
事
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
で
「
議
会
の
い
ま
」
を
伝
え
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
読
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
ご
感

想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

議会広報編集委員会
志村　　清委　員　長

小林　　勉　大芝　正和副委員長

神田　正人　秋山　真一
進藤　正文　清水　敏行
齊藤　功文　清水　　進

委　　員

次回の定例会は
3月に開催する
予定です。

中山　喜夫　　神田　正人　　秋山　真一
井出　一司　　原　　堅志　　清水　　進
野中真理子　　保坂多枝子　　内田　俊彦
秋山　俊和

峡北広域行政事務組合議会議員
小林　　勉　　大芝　正和　　秋山　真一
進藤　正文　　清水　敏行　　志村　　清
齊藤　功文

峡北地域広域水道企業団議会議員

清水　敏行
山梨県後期高齢者医療広域連合議会議員

内田　俊彦　　秋山　俊和
山梨西部広域環境組合議会議員

組合議会
議員の変更
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ٞձӡӦΛ໨ͯ͠ࢦ ·͍Γ·͢ɻ
ɹࡢ೥དྷɺ৽ܕίϩφײછ঱ͱͷಆ͍͸ɺୈ�
೾ͷେ͖ͳ೾͕ԡͤ͠دɺऩଋ͕ݟ௨ͤͳ͍ঢ়
Ͱگ Γ͋ɺՃ͑ͯ ϩγΞ ΑʹΔ΢ΫϥΠφ৵߈ Αʹ
Γɺࢢຽͷօ͞·ʹ͸ࡁܦతʹ΋ਫ਼ਆతʹ΋ෆ
҆ͳ೔ʑΛૹͬͯ ͍Δ͜ ͱͱ͍ࢥ·͢ɻ
ɹ�೔΋ૣ ຽͷօࢢ͘ ·͕͞ɺ̓ શͰ҆৺ͯ͠ ೔
ৗੜ׆ΛૹΕΔ೔͕๚ΕΔ͜ ͱΛ৺͔Βͯͬئ

Γ͓·͢ɻ
ɹͯ͞ɺٞࢢձબޙڍ�೥͕ͨͪɺٞ ձߏ੒΋ม
ΘΓɺͪͨࢲʹୗ͞Εͨ೚ظ͸�೥ͱͳΓɺ๺ై
஀ੜ͕ͯ͠ࢢ ೥Ͱ��೥ͱͳΓ·͢ɻࠓ
ɹେ͖ͳઅ໨ͱͳΔ��೥ʹ͚ͯ޲ͷ͜Ε͔Βͷ
ͷʮࢢ͸ɺ๺ైؒظ Β͞ͳΔൃలʯͷͨΊͷେ੾
ͳؒظͰ͋Δͱ͍ࢥ·͢ɻ
ɹٞձ͸ͦͷ໋࢖Ͱ͋Δ஍ํެஂڞମͷ۩ମ
తࡦࢪΛ࠷ऴతʹܾఆ͢Δ͜ ͱɻ
ɹࣥؔػߦͷࡒߦ੓ӡӦ΍ࣄ຿ॲཧͳͲ͕ద
๏ɾదਖ਼͔ͭຽओతʹߦΘΕ͍ͯΔ͔͢ࢹ؂Δ
ͱ͜ɻ͜ ͷೋݩ୅ද੍ͷதͰͷ໾ׂΛ࣋͠ݎɺࢢ
ຽͷօ͞·ͷ৴པͱෛୗʹԠ Β͑ΕΔΑ͏ ๺ై
ͷʮࢢ Β͞ͳΔൃలʯͷͨΊશྗΛ܏஫ͯ͠ ·͍
Γ·͢ɻ
ɹࢢຽͷօ͞·ͷ݈͝উͱ͝׆༂Λ͝ف೦͠ɺ
ٞ௕ब೚ͷѫࡰͱ͞ ͍͖ͤͯͨͩ ·͢ɻ

෱Ҫढ़ٞࠀ௕

ྩ࿨�೥��݄�೔ɺՃ౻ل༤ٞ௕͔Βٞ௕ࣙ৬͕ئఏग़͞Εͨ
ͱ͜ʹ൐͍ɺಉ೔ͷຊձٞʹ͓͍ͯٞ௕ͷબڍΛ݁ͨͬߦՌɺ
෱Ҫढ़ٞࠀһ͕౰બ ·͠͠ ͨɻ


